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「おもしろくないーっ。」

とエルフは言いいました。

　レーブンは、なにも言いいません。おなかがすいて、返へん事じをする気になれないのです。

　ふたりは、海うみを見つめて、熱あつい砂すな浜はまにねころがっていました。

　ふつうなら海うみ辺べで日にっ光こう浴よくなんて楽たのしいはずなのに、エルフとレーブンは、まったく逆ぎゃくの気き分ぶんです。

　ネズミのラットくんは、レーブンの頭あたまにのっかり、丸まるくなってウトウト。暑あついので、目を開あける気もしないようです。

「『おもしろくない』って言いったんだけどな。」と、エルフ。

「え？　ぼくに言いったの？」

「そうよ、返へん事じしてよ。」

　エルフの耳が赤くなってきます。エルフはおこると耳が真まっ赤かになるのですが、今いまのようなピンク色いろなら、まだ大だい丈じょう夫ぶ。

「なんだ。話はなしかけられたのか、ひとりごとか、わからなかったよ。たいしたこと言いってないから、反はん応のうにこまるんだよね。ただの、グチかと思おもった。」

　エルフの耳が、ぱっと赤くなりました。

　レーブンは、……だまりました。

「ただの、グチ!?　ふーん、そう。」と、エルフ。

　ラットくんが目を開あけました。レーブンの頭あたまから、そっとにげだします。

「んもー、そういうやつは、こうだっ。」

　エルフはレーブンのうでをぽんとたたくと、両りょう手てで胸むねをポカスカ。

「ワッ！　やめなよ。くすぐったい……イタッ！　今いまのは痛いたいよ！」

　レーブンはエルフからのがれると、スクッと立ちあがりました。

「もう、なんだよ。」

「ばけもの山を出てから、もう何なん日にちも海かい岸がんを歩あるいてるのに、なにも見つからない！　なにも食たべてないし！」

「海かいそうのサンドイッチは、食たべたよね。」と、レーブン。

「二日ふつかも前まえよ！　ふたりでわけたら、ちょっとしかないし。しかも、食くい意い地じのはったネズミまでいるんだから！」

　ラットくんは、頭あたまをあげます。ぶじょくだ、というように、チュウ！

「それはおかしいよ。ラットくんだって、食たべる権けん利りあるのに！」

　レーブンが言いうと、エルフは、いじわるな気き分ぶんになってきました。

「世よの中には、ネズミをかわいがらないところだってあるのよ。そこではね、なんと、ネズミを食たべちゃうんだから！」

　チュ[image: ]ウ！　とラットくん。

「言いったな！　そういうやつは、こうだ！」

　レーブンはエルフに飛とびかかります。ふたりは砂すなの上をゴロゴロ転ころがり、けるわ、かみつくわ、……大たい変へんおぎょうぎの悪わるい子たちになりました。
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　ふたりは、長ながいことケンカして、ようやくつかれてやめました。

　あおむけにねころんで、空を見上げると、砂すな浜はまに打うちつける波なみの音がします。

　ザザー、ザザー。

「ほんと、ぼくたち、大たい変へんなこと、はじめちゃったなあ。」

「ゴブリン・キングをたおして、世せ界かいを救すくうこと？」

「そう。まだまだ道みちは遠とおいし、やることもたくさんある。でもわかってるのは、ゴブリン・キングがいるのは海うみのむこうってことと、『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』が必ひつ要ようってことだけ。でも『歌うたう剣つるぎ』や『月のなみだ』が、どんなものかも、どこにあるかもわからない。」

「それに、食たべ物ものもないし、お金もないからなにも買かえないし。あるのは、あてにならない魔ま法ほうの弓ゆみと、使つかいすての魔ま法ほうの杖つえ（＊）が三本だけ。レーブン、ムリだわ。ゴブリン・キングを止とめるなんて不ふ可か能のうよ。」

　レーブンは優やさしいので、エルフの言こと葉ばを頭あたまごなしに反はん対たいしません。そのかわり、こう言いいました。

「さっきの、ラットくんのことだけど。本気で言いったんじゃないよね。」

　エルフのほほが、パッと赤くなりました。

「ごめんなさい。あんなこと言いうんじゃなかった。」

「ぼくじゃなくて、ラットくんに、言いいなよ。」

と、レーブンは、さらに優やさしく言いいました。

「わかった。ラットくん、わたしね……って、ラットくん、どこ？」

　エルフは、あたりを見み回まわしました。

　レーブンも立ちあがります。

「ラットくん？　ラットくん！　どこ行いった!?」

「ラットくん、かくれてないで出ておいで。」

　ふたりで呼よびかけるのですが、ラットくんは見あたりません。

「あっ、あれ！」

とエルフが指ゆびさしたのは、砂すなの上に残のこっている足あと。ネズミの足あとが海かい岸がんぞいにちょこまか続つづいています。レーブンが言いいました。

「おこらせちゃったみたいだね。行いこう！　ラットくんを見つけたら、世せ界かい最さい高こうのネズミって気き分ぶんにさせてあげるんだよ。」

「ラットくんにあやまるね。急いそごう。まだ遠とおくまで行いってないはず。」

　ふたりは、大おお急いそぎで、砂すな浜はまを走はしっていきました。ふたりの大だい好すきな、コロコロした小さな友ともだちを追おって。
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＊使つかいすての魔ま法ほうの杖つえ……レーブンが前まえの冒ぼう険けんで見つけたアイテム。くわしくは２巻かん「ばけもの山とひみつの城しろ」を読よんでね。
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「ラットくん、いた！」

　レーブンが大きな声こえで指ゆびさしました。

　ふたりは砂さ丘きゅうをかけあがり、むこう側がわに広ひろがる砂すなの原はらっぱに目をこらします。

　金きん色いろの砂さ丘きゅうをこえようとしている小さなかげは、たしかにラットくんです。

「待まって！」

　ふたりは砂すなをけちらしながら、丘おかをのぼり、ラットくんを追おいかけます。エルフは、本ほん当とうにすまない気き持もちで、胸むねがいっぱい。

「エルフ、ラットくんを止とめるのに、その弓ゆみでなにかできないかな。」

「まさか！　たまたま火がついたら、どうするの。魔ま法ほうの弓ゆみは、なにが起おこるか、いまいち、わからないんだもの。」

「ああ、たまたまね、うん。ぼくが前まえに氷こおりづけになった（＊）のも、たまたまね。」

「レーブン、なにか言いった!?」

　レーブンは首くびをふって、にっこりしました。

　砂すなの上は足がとられて走はしりにくく、のぼり坂ざかはますます走はしりにくく、ラットくんのいた大きな砂さ丘きゅうの上についたときには、暑あつさもあって、ふたりともゼイゼイと息いきを切きらしていました。そして……。

「ああ……これは！」

「えんえん歩あるいて、なにもなかったけど……つ・い・に！」

　ふたりの前にあったのは、大きな町でした。港みなと町まちです。港みなとには色いろとりどりの船ふねがたくさんとまっています。港みなとを中ちゅう心しんに町が広ひろがり、家やお店みせ、宿やど屋やがならんでいました。
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「ラットくん、えらい！」

　チュウ！　と声こえがして、ふたりがふりかえると、ラットくんが後うしろにいました。

　ラットくんはチュウチュウはげしく鳴なき、エルフはしょんぼり。

「ラットくんが言いっているの、わかるような気がする。……あたってる？」

「うん。それにね、ぼくのことも、『感かん心しんしないぞ』って。『ふたりとも、ケンカしちゃダメじゃん』だって。」

　エルフはまじめな顔かおをして、うなずきました。

「ラットくん、ごめんなさいっ。ネズミを食たべちゃうとか、本気で言いったんじゃないからね。レーブンがあんまりひどいから、つい……。」

　チューウ！　きいたことのないような、大きな鳴なき声ごえです。

「ああ、ちがうっ！　ふたりとも悪わるかったです。けんか両りょう成せい敗ばい。本ほん当とうに、ごめんなさい。でも、もう食たべ物ものの心しん配ぱいはいらないわ。ラットくんのおかげで、町に着つけたもの。ちゃんとしたところで食たべて、ちゃんとしたところでねられるね。そのあとで、船ふねをさがして海うみをわたるのよ！」

　レーブンは、なにか言いいたげな顔かおをしています。

「なあに、レーブン？」

「ぼくたち、お金持もってないよね。」

「お金は、かせげばいいのよ。」

「かせぐ？」

　レーブンは首くびをひねって、ききました。

「どうやって？」

「うーん、働はたらけばいいのよ。たぶん。」

　エルフも、首くびをひねって考かんがえます。

「働はたらく？　そうすれば、お金がもらえるの？」

　うなずくエルフ。

「変へんなの。どうして、森の恵めぐみを食たべるだけじゃダメなの？　ねるところだって、木の上でいいじゃんか。」と、レーブン。

「ここが森じゃないからよ。わかる？　それに、木きの実みのパイばかりじゃ、いやだって人もいるでしょう。もっとおいしいものが食たべたい人だっているのよ。たとえば、お肉にくとか……。」

　チュウ！　ラットくんは、いかりでしっぽがプルプルしています。

「あ、ちがうの、……じゃなくて、えっと……、野や菜さいの料りょう理りとか！」

　エルフは、ラットくんにほほえみかけました。

「と、とにかく、レーブンにはわかりにくいかもしれないけど、みんなそうやってお金をかせいでいるのよ。働はたらいて、お金をもらうの。そしたら、食しょく事じを買かったり、ベッドでねたりできるわ。」

「ふうん、わかった。ま、食しょく事じはしたいからな……。」

「でしょ！　じゃ、それで決きまりね。そのあとで、海うみをわたる船ふねをさがすのよ。ゴブリン・キングは海うみのむこうでしょ。」

「わかった。あっ、すごくいい船ふねが港みなとに入ってきたよ。ああいう大きい船ふねがいいんだよ。」

「『いいんだよ』って？　レーブンてば、木の上に住すんでいたのに、船ふねのことがわかるのかな？」

　レーブンは、頭あたまをぽりぽりしました。黒くろい羽は根ねが頭あたまから落おちます。

「さ、町へ行いきましょ。仕し事ごとをさがさなきゃ！」




　ふたりは、海うみ辺べの町へむかいました。

　ラットくんも、気がすんだのか、レーブンの頭あたまにのぼります。小さな手足のツメを軽かるく立ててキュッとしがみつき、「ここにいるよ」と教おしえています。

　ふたりとも、こんなに大きな町を見たことがありません。りっぱな家いえがならびます。しかし、昼ひる間まだというのに、町には、ひとっこひとりいないのです。
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「どうするの？」

とレーブンがききました。

「かんたんよ。お仕し事ごとくださいって言いえば、お仕し事ごとくれるわ。やってみせるから、見てて。」

　エルフは近ちかくの家いえのドアに近ちかづき、ノックしました。

　返へん事じはありません。

　となりの家いえのドアをノックします。

　やはり返へん事じはありません。

　そのまたとなりのドアをノックします。

　ドアがギギーッと開ひらきました。女の人がムッとして顔かおを出します。

「なんの用ようだい。」

「あのう、お仕し事ごとがほしいんですけど。」

　エルフは、つとめて明あかるく言いいました。

　女の人は、犬がほえるように、はきすてます。

「フン！　仕し事ごとだって！　じょうだんだろ。」

　バタン！　とドアが目の前まえで閉しまりました。

　エルフはレーブンの顔かおを見ます。

「……思おもったほど、かんたんじゃないかも。」
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＊くわしくは１巻かん「おそろしの森もりはキケンがいっぱい！」を読よんでね。
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　エルフの予よ想そうは的てき中ちゅうしました。

　仕し事ごとさがしは、かんたんではありません。ドアをいくつもノックしましたが、だれも出てこなかったり、どなられたり、あっちへ行いけと言いわれたり、さんざんです。

　ふたりが、みじめな気き分ぶんになってきたころ、やっと、ひとりのおじさんが、優やさしくしてくれました。

「みんなが悪わるいんじゃないんだよ。」

とおじさんは、町の人たちのことを説せつ明めいしました。ドア口に立って、なぜみんながあんなに、つっけんどんなのかを話はなしてくれました。

「みんなだって、仕し事ごとがないんだ。この町は、漁りょう師し町まちなのに、海うみに魚さかながまったくいなくなってね。もう何なん週しゅう間かんも、漁りょう師したちのあみはからっぽだ。しかたないので、どんどん沖おきへ出て、『帰かえらずの海うみ』の近ちかくまで行くんだが、それでも、なにもとれないで帰かえってくるんだ。」

（帰かえらずの海うみ？　こわい名な前まえだな）とレーブンは思おもいました。エルフがききます。

「どうして魚さかながいなくなったの？」

「ゴブリン・キングのせいさ！　海うみから魚さかなをみんなとっていきやがった。」

　ゴブリン・キングの名な前まえをきいて、エルフとレーブンは目を見み開ひらきました。

「きみたちも、知しってるんだね。」

「巨きょ人じんにぼくたちの森をおそわせて、木を全ぜん部ぶぬこうとしたんです。」

「そうか。あの魔ま王おうめ！　この町はみんな魚さかなで暮くらしているから、魚さかながとれないと仕し事ごともないんだよ。きみたち、あきらめて、よそへ行きな。」

「そうはいかないんです！　わたしたち、なんとしても海うみをわたって、ゴブリン・キングをさがしあてて、世せ界かい征せい服ふくの野や望ぼうを阻そ止ししなくちゃ！」

「ゴブリン・キングの野や望ぼうを阻そ止しするだって！　『帰かえらずの海うみ』のむこうだぞ。あそこはおそろしいところだ。でも、それでも行いくというなら……。」

　おじさんは、少すこし考かんがえてから言いました。

「よしっ！　えらいっ！　これは手をかすしかないな。」

「ほんとですか？　ありがとうございます！」と、ふたり。
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　おじさんは、うなずきました。

「そうと決きまれば、まずは腹はらごしらえだ。おなかがすいているだろう？　酒さか場ばへつれていってあげる。食しょく事じと飲のみ物ものをおごってあげよう。」

　エルフとレーブンは、おじさんに何なん度ども礼れいを言いい、ひと気のない町を歩あるいて、さん橋ばしのそばの酒さか場ばに着つきました。

　酒さか場ばは、石を積つんだ堤てい防ぼうのとなりにあり、「人にん魚ぎょの尾お話はなし」と看かん板ばんが出ています。

　ずかずかと店みせへ入り、レーブンとエルフもそのあとをついて入りました。ラットくんは、スッとレーブンのポケットにかくれます。食たべ物もの屋やさんにネズミがいると、いやがる人もいる、とラットくんにはわかっているのです。

　しかし、酒さか場ばの中はガランとして、ひとっこひとりいません。暗くらく、ほこりっぽい店てん内ないは、外そとが暑あついというのに、ヒヤリとしています。

　すると、店てん主しゅが奥おくからあらわれ、おじさんが店てん主しゅにうなずきました。

「よう、マスター。この子たちに、なにか温あたたかい食たべ物ものと、おいしい飲のみ物ものを出してやってくれ。なにかあるかい？」

　店てん主しゅは、まゆをヒョイと上げました。

「あいよ～。だけど、魚さかながないんだよねえ。」

「魚さかながないのは、わかってる。町まち中じゅうがそうだ。わざわざ言いわなくてもいい。じゃあ、なにかほかのものを食たべさせてやってくれ。」

「野や菜さいスープなら、できるよ。」

「ぼく、そのほうが、ずっと好すき！」

「シッ。レーブンてば、好すききらい言いわないの。」

「だって、……ぼく、顔かおがついているものって、食たべ物ものじゃないと思おもうんだ。」

「顔かおがついてるって……魚さかなでも顔かおって感かんじするの？」

「うん。これ、顔かおだ、って思おもっちゃうと、もう食たべられないんだ。」

　おじさんは、エルフとレーブンをテーブルへ手まねきしました。

「ふたりとも、かけて。すぐに食しょく事じが出るよ。」

「ありがとうございます。本ほん当とうに助たすかります。」

とレーブン。おじさんは、なにか、ほかのことを考かんがえているようです。

「もし海うみをわたりたいなら、船ふねのほうも心こころあたりがあるんだが。」

「ほんと!?」と、ふたり。

「ほんとだとも。ここで待まっていてくれ。友ゆう人じんと話はなしてくる。ある船ふねの船せん長ちょうなんだが、さっき、港みなとにもどってきたところなんだ。話はなしをつけてくる。」

「わあ、ありがとうございます！」

　店てん主しゅがおいしそうなレモネードを出しました。おじさんは「どこにも行いくなよ。五分ふんでもどるからな」と言いいながら、あとずさりして「人にん魚ぎょの尾お話はなし」を出ていきました。

　野や菜さいスープはおいしく、レモネードもとてもおいしいものでした。店てん主しゅがさがると、ラットくんがポケットから出てきて、レモネードを飲のみ、スープも食たべます。
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　やがて、ふたりと一匹ぴきは、すごく満まん足ぞくして、生きてるってすばらしい、と思おもいました。レーブンが口を開ひらきます。

「なにもかも、うまくいってるねえ。」

「うん、あのおじさん、すごくいい人ね。まだこれから『帰かえらずの海うみ』をわたらなくちゃいけないけど、こわい名な前まえね。」

「ほんとだね」レーブンはため息いきをつきました。「なんで、もっと楽たのしい名な前まえのところがないんだろう。『モフモフ原はらっぱ』とかさ。『ウキウキ小こ道みち』とか。」

　エルフが、笑わらいました。

「『胸むねキュン街かい道どう』とか？」とエルフ。

「そうそう、『キュンキュン砂さ丘きゅう』とか。」

「『萌もえ萌もえ森』とか。」

　エルフは、ふきだしそうになりながら言いい、ふたりして、しばらく大おお笑わらいしました。ふと、エルフは笑わらうのをやめ、真ま顔がおになりました。

「ねえ、レーブン？」

「うん？」

「気になることがあるんだけど……。」

「なにが？」

「ふと思おもったんだけど……、前まえにも、わたしたち、おなかをすかせていたら、森で知しらない三人組ぐみが食たべ物ものをくれるって言いったでしょう（＊）。その人たちについていったら、正しょう体たいはオニで、それから、大たい変へんな目にあったわよね。」

「あっ！」

「だから……。」

　エルフが言いいかけたところに、あの優やさしいおじさんが酒さか場ばのドアをバンと開あけてもどってきました。背せの高たかい、強つよそうな男といっしょです。船ふな乗のりらしい服ふくで、ふたりは、（船せん長ちょうだ）と思おもいました。

　船せん長ちょうは、ピカピカ光ひかる金かな具ぐのついた、かっこいい上うわ着ぎをはおり、金のうで輪わをジャラジャラさせています。
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　おじさんは、船せん長ちょうに言いいました。

「このふたりだ。どうです？」

　船せん長ちょうはレーブンとエルフに近ちかづき、頭あたまのてっぺんからつま先まで、ジロジロ見ました。レーブンが、ききました。

「船せん長ちょうさんですか。」

　船せん長ちょうは返へん事じをしません。ただ、酒さか場ばに入ってきた大きな水すい夫ふたちに口ぶえをふいて合あい図ずします。水すい夫ふたちも強つよそう。船せん長ちょうは、おじさんに言いいました。

「五十。」

「安やすすぎる。二百でしょ。」

　おじさんは言いいました。

　エルフがレーブンに、そっとききました。

「なんの話はなしかな？」

「さあ。」

「二百だって？」

　船せん長ちょうは、せせらわらいました。

「せいぜい六十だな。」

「六十？　こっちだって、元もと手でがかかってるんですぜ。百五十でどうです？」

「笑わらわせるな。元もと手でもなにも、もともと、おまえのものじゃないだろ。なんなら、はらわなくたっていいんだぜ。これで最さい後ごだ……四十。」

「なにっ！　さっきは六十って言いったじゃないですか。」

「言いったさ。しかし、おまえの顔かおが気にくわねえから、下げた。ガタガタ言いうなら、もっと下げるぞ。」

「わかりました、わかりました。四十でいいです。」

　おじさんは手を出し、船せん長ちょうはポケットをさぐると金きん貨かの入ったふくろを出して、金きん貨かを一枚まいずつ、全ぜん部ぶで四枚まい、おじさんのてのひらにのせました。

「まいどあり」とおじさん。

　レーブンとエルフは、顔かおを見み合あわせました。エルフの声こえがふるえます。

「まいどあり、ですって!?」

「売うれたぞ～！」

　おじさんは笑わらいながら酒さか場ばから出ていきました。四枚まいの金きん貨かを何なん度ども数かぞえながら。

　船せん長ちょうが手下に言いいました。

「よしっ、さっさと、この子どもたちを船ふねにつれていけ！」
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＊くわしくは１巻かん「おそろしの森はキケンがいっぱい！」を読よんでね。
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　エルフとレーブンは目を合あわせました。シーン。すると、どっと水すい夫ふたちが突とっ進しんしてきて、ふたりは悲ひ鳴めいをあげます。

「エルフ、弓ゆみを使つかって！」

「うん！」

　サッと、エルフはテーブルに立てかけた弓ゆみをとり、見えない弦つるを引ひきました。

　先せん頭とうのふたりをねらい、弓ゆみに集しゅう中ちゅうすると、どこからともなく光ひかりの弦つるがあらわれ、赤く光ひかります。

　次つぎの瞬しゅん間かん、目もくらむような光ひかりがはなたれたかと思おもうと、そこには水すい夫ふたちの姿すがたはなく、二匹ひきの小さな子ブタが、ゆかにいました。ブーブー鳴ないています。

「ぐはぁ！　なんだ、これは！」

　船せん長ちょうは、さけびながら、かがんでドアの外そとへ飛とびだしていきました。

「エルフ、すごい！　ブタに変かえたんだね！」

「……う、うん。」

　エルフがそれ以い上じょう言いわないうちに船せん長ちょうが、七人の水すい夫ふをつれてもどってきました。ぐいぐい押おして前まえに出します。

「おまえらにはらう給きゅう料りょうで、この子たちを買かったからな。給きゅう料りょうを返かえしてほしけりゃ、にがすなよ。かかれ！」

　水すい夫ふたちが、エルフとレーブンにおそいかかりました。エルフはもう一いち度ど、魔ま法ほうの弓ゆみを射います。

　ドバッ！　水すい夫ふふたりに、頭あたまからポリッジ（オートという麦むぎを牛ぎゅう乳にゅうで煮にた、どろどろのおかゆ）がかかりました。ふたりともびっくりして、足がつんのめり、すってんころり！

「エルフ、ブタのほうがいいよ。」

「もう、だまっててよ！　なにがどうなるか、わたしにもわからないんだからっ。レーブンも魔ま法ほうの杖つえを使つかって！」

　エルフはもう一いち度どねらいをつけると、むかってきた三人のうちのふたりをブタに変かえました。
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「エルフ、絶ぜっ好こう調ちょうじゃん！」

　レーブンも、魔ま法ほうの杖つえを三本取とりだして、ねらいをつけ、ヒュッとふります。ポン！　二本は、水すい夫ふふたりのズボンに命めい中ちゅう、火がつきました。しかし、三本目は、はずしました。

「来こないでーっ！」

とエルフが最さい後ごのひとりにむかって言いいます。水すい夫ふは前まえへ出ようとして……ためらいました。エルフがやったことを見ていたからです。しかし、船せん長ちょうが水すい夫ふのおしりを、けっとばします。

「いいから行いけっ！　サメのエサにするぞ！」

　しかたなく、水すい夫ふはエルフにおそいかかります。エルフは、弓ゆみをヒュッ！　と一いっ発ぱつ。すると水すい夫ふのいたところに、大きなけむりが、ポフッ！　けむりの中から、あざやかな緑みどり色いろをしたオウムが出てきました。オウムはなにが起おきたかわからないようで、酒さか場ばの中をバタバタ飛とびまわっています。

「あっ、気をつけて！」とレーブン。

　指ゆびさした先には、さきほどポリッジをかけられたふたり。顔かおから白いどろどろをぬぐい、エルフとレーブンに、つかみかかります。すると、ひとりが子ブタにつまずきました。そのすきに、エルフが弓ゆみを射います。水すい夫ふはふたりともピンク色いろの子ブタに変かわりました。ポリッジまみれの子ブタたちは、おたがいをなめはじめました。モグモグ。

「やった！」

とレーブン。うれしくて飛とびあがり、エルフにだきつこうとします。そのとき、なにかがレーブンの頭あたまに当あたりました。ポコン！　目の前まえを星ほしがチラチラ。横よこを向むくと、なんとこの店みせの店てん主しゅが、今こん度どはエルフの頭あたまをレモネードの大きなビンでポコン！　とたたいていました。

「し、しまった……。」

　目の前まえが真まっ暗くらになり、レーブンはゆかにたおれました。

　エルフも、レーブンの上にくずれおちます。船せん長ちょうが言いいました。

「マスター、でかした。さて、うちの手下たちをここから出さないとな。」

　船せん長ちょうは、店てん主しゅに金きん貨かを一枚まい投なげて、あたえました。

「まいどあり。それから店みせのゆかを片かたづけてくださいよ。ポリッジまみれじゃ、こまります。」

と言いうそばから、子ブタが六匹ぴき、白いポリッジをうれしそうにパクパク食たべて、どんどんゆかが片かたづいていきます。オウムはびっくりした顔かおのまま、首くびをかしげて、それを見ていました。
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　レーブンは、目が覚さめました。

　なにか、変へんです。

　ゆかの上でねていますが、そのゆかがゆれています。

　あたりを見み回まわすと、そこは一ひと目めで見わたせるくらい、せま苦くるしい部へ屋や。かべにそなえつけの二段だんベッド。テーブルが一つ、いすも一つ、木のゆかとかべ、丸まるい窓まどが一つ。レーブンから少すこしはなれて横よこたわっているのは、エルフです。

　レーブンは、はっていって、エルフの肩かたをゆすりました。

「エルフ？　エルフ？　生きてるか？　なにか言いって。」

　エルフは目を開あけました。

「ゆすらないでよ。……って、なんでゆかがゆれているの!?」

「なんでだろう……。でも、きみが無ぶ事じでよかった！」

「無ぶ事じ？　うーん、すごく頭あたまが痛いたい。やだっ、頭あたまの後うしろに、たんこぶができてるっ!?」

「ぼくもだ。あの店てん主しゅめ、おもいっきりやったな。」

「そうだ、思おもいだしたわ！　いい人だと思おもっていたおじさんが、じつは、とんでもない悪わる者もので、わたしたちのこと売うりとばしたのよ。」

「そうそう。だけど、なんでゆかがゆれてるんだろう。」

「そういえば……。」

　エルフは立ちあがって、窓まどのそばに行いきました。

「きゃっ！　ここ、海うみの上よ！」

「海うみ？　はいはい、きみの言いうことは、いつも正しいよ。」

　レーブンも外そとを見ました。

「本ほん当とうに海うみだ！」
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　レーブンは、窓まどの外そとを三秒びょう見つめ、なにも言いわずに、また気を失うしないます。

　しばらくして、

「レーブン、起おきた？」

　レーブンがゆかの上で目をパチパチしているのを見て、エルフが言いいました。

「わたしたち、作さく戦せんたてなきゃ！」

「で、でも……海うみだよ。」

「岸きしから、ずっと遠とおい、大おお海うな原ばらの真まっただ中なかね。陸りくが見えないんだから。」

「うう……ラットくんはどこだろう？」

「わからないわ。わたしの弓ゆみもないし。ここは、船ふねかな。ドアにはカギがかかってる。どう考かんがえても、今いままでで最さい大だいのピンチだわ。」

「ええっ、オニに食たべられるより、ひどい？」

「そうよ。だって、オニには食たべられてないでしょ。」

「そうか……、もうちょっとで食たべられそうだったけど。」

「レーブンってば、しっかりしてよ！」

「だって、なにかできること、ある？　動どう物ぶつがいるなら話はなしかけて、『助たすけてくれ』って言いえるけど。」

「じゃあ、窓まどにはりついて、通とおりすがりのお魚さかなにでも、話はなしかけたらいいじゃないのっ。」

　レーブンは、思おもわず言いいかえしそうになりましたが、そのとき、カギがガチャリと音を立てて、ドアが開ひらきました。

　入ってきたのは、あの船せん長ちょうと、筋きん肉にくムキムキの水すい夫ふが三人。船せん長ちょうの顔かおを見て、レーブンは、こいつきらい、と思おもいました。長ながい髪かみを後うしろでしばり、金のうで輪わがキラリと光ひかります。手には、エルフの弓ゆみ。

　水すい夫ふの三人は、見るからに、あらくれ者ものです。ひとりは、背せが低ひくく、がっちりした体からだつき。あとのふたりは、背せは高たかく、いじわるそうにニヤニヤして、今いまにもなにかひどいことをしそう。

　船せん長ちょうが、おもむろに言いいました。

「ハンッ！　やっと、目が覚さめたようだな。いつまでもねてやがって。」

「人の頭あたまをなぐっておいて、ずっとねてるもなにも、ないだろう！」

と、レーブンが、おこります。

「人？　おまえたちは人じゃないね、商しょう品ひんさ。オレさまがお買かいあげしたんだから、次つぎにオレが売うりとばすまで、オレのもんだ。だから、オレの好すきにしていいんだぜ。わかったか。」

「わからないわ！　それより、弓ゆみを返かえしてちょうだい。」

「弓ゆみを返かえせだとっ!?　うちの乗のり組くみ員いんを、こんどはソーセージにでも変かえる気か。ハン、返かえせねえな。」

　船せん長ちょうは、弓ゆみを背せの低ひくい水すい夫ふにわたしました。

「ビリー、これ、持もっておけ。オレは、こいつらに話はなしがある。」

　船せん長ちょうはズカズカとふたりに近ちかづいて、頭あたまの上からのしかかるように、大きな声こえでどなりました。

「よくきけ！　オレは、帰かえらずの海うみの船せん長ちょう、スクリーム。これは、オレの船ふね、『悪あくのイルカ号ごう』だ。ここではオレが一いち番ばんえらくて、みんな、オレの言いうとおりにするんだ。もちろん、おまえらもな！　だから、さっさと、この魔ま法ほうの弓ゆみをどうやって使つかうのか教おしえろ。そうすれば、命いのちだけは助たすけてやるかもしれん。わかったかっ!!」

　船せん長ちょうは、顔かおを真まっ赤かにしてどなると、ひと息いきついて、ふたりがこわがっているかどうか確かく認にんします。

　レーブンはちぢみあがりましたが、エルフは耳が真まっ赤かです。

「ちっとも、わからないっ！　わたしたちを買かったですって!?　なに考かんがえているのよ！　あの弓ゆみは、わたしのものなんだから返かえしてちょうだい。さもないと、悪わるい船ふな乗のりがいますって、通つう報ほうしてやるから！　ね、レーブン！」
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　エルフがレーブンのほうを向むくと、レーブンは船せん長ちょうを見て、かすかにほほえみ、おずおずと言いいました。

「あの……、この子をおこらせないでください。」

　スクリーム船せん長ちょうは、手下たちのほうに、ふりかえります。

「かわいいお子さまたちじゃねえか。奴ど隷れいふたりと、しばらく旅たびするのも楽たのしそうだ。」

「奴ど隷れい!?　だれが奴ど隷れいよっ!?」

「おまえたちさっ！　はっきりさせておこう。おまえたちは奴ど隷れい、オレさまが持もち主ぬし。少すくなくとも次つぎに売うりとばすまではな。奴ど隷れいを売うる島しまがあるんだ。おまえらのせいでかぶった損そんを、うめあわせてもらうぜ。」

　船せん長ちょうは、エルフの鼻はなを指ゆびさしました。

「もうひとつ言いっておくが、オレたちは、ただの船ふな乗のりじゃないぜ。オレたちゃ、海かい賊ぞくさ。海かい賊ぞくだぞ！　ほおら、海かい賊ぞくにあったらどうするんだ！　泣なけ、さけべ！」

　そう言いって船せん長ちょうは、するどい剣けんをぬき、エルフに向むかって、つきつけます。さすがのエルフも、悲ひ鳴めいをあげました。それも、何なん度ども。
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　エルフが悲ひ鳴めいをあげている間あいだ、スクリーム船せん長ちょうは、テーブルによりかかってニヤニヤし、ほかの海かい賊ぞくたちも顔かおを見み合あわせて、ニタニタしています。すぐに、おもしろい見みせ物ものがはじまると思おもっているのです。

「海かい賊ぞくですって!?」

　エルフは、ようやく悲ひ鳴めいをやめて言いいました。

「今いまごろ気がついたか。頭あたまの回かい転てんの速はやいことで。」

　船せん長ちょうが皮ひ肉にくを言いい、手下たちがどっと笑わらいました。

「わたしたちを、どうする気なの？」

「言いっただろ、まずはオレさまに魔ま法ほうの弓ゆみの使つかい方かたを教おしえるんだ。そしたら、おまえたちを島しまで売うりとばして、金にするのさ。今いまは、その島しまへ直ちょっ行こうだ。」

「弓ゆみの使つかい方かたは、教おしえられないわ！　したくても、できないんだからっ。」

「いったい、どういうことだ？」

　船せん長ちょうは、レーブンにむかってこわい顔かおでどなりました。

「……教おしえられないんだ。どうやって使つかうか、この子にもわからないから。」

「でも、うちの乗のり組くみ員いんをブタに変かえたぞ！」

「たまたま、うまくいくときもあるのよっ！　でも、同おなじことはできないの。お金をもらってもね。それに、あの弓ゆみは、海かい賊ぞくには使つかいこなせないわ。」

「そんなたわごとを、信しんじると思おもってるのか!?」

　船せん長ちょうはまたおこりはじめます。レーブンが口を開ひらきました。

「本ほん当とうです！　どなってもムダです。本ほん当とうに、どうやって使つかうのか、その子にも、よくわからないんです。」

「ばかを言いうな！　この子はアルフレッドをオウムに変かえたんだぞ。やり方かたがわかるに決きまってるだろ！　だから、教おしえろって言いうんだ！」

「だ・め・な・の！」

とエルフ。

「今いまに見てろよ。おいっ、おまえら、こいつらを船せん倉そう（＊）にぶちこんでおけ。一日、二日あそこにいれば、気も変かわるだろうさ。」

　船せん長ちょうは足音もあらく出ていき、手下たちが両りょう側がわからはさむようにエルフとレーブンをつかまえて、船せん室しつから出ます。

　甲かん板ぱんに出て、レーブンはあらためて海うみを見て、また気を失うしないそうになりました。なにもないのです。見わたすかぎり、どちらを向むいてもなにもなく、波なみが打うちよせ、青い水が広ひろがるだけ。急きゅうに、ふるさとの森が恋こいしくなりました。おしゃべり相あい手ての小さな動どう物ぶつたち。カラスや、カラスに似にた黒くろい鳥とりのレーブン、リス、アナグマ。それから、ストロベリー・パイとエルダーフラワー（＊）のシロップ。

　しかし、それ以い上じょう考かんがえる間まもなく、船ふねの甲かん板ぱんに開あいた穴あなの前まえにつれてこられました。手下の三人がエルフをこずき、エルフは急きゅうな階かい段だんをくだって甲かん板ぱんの下へおります。エルフの次つぎは、レーブンの番ばん。階かい段だんは、はしごのように急きゅうでしたが、レーブンは木のぼりが得とく意いなので、なんなく下におりました。真まっ暗くらな空くう間かんです。
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「イタッ！」

　エルフは、レーブンに頭あたまをぶつけました。

「イテッ！」

　ギギーッと音がして階かい段だんが上へ引ひきあげられ、天てん井じょうのとびらが閉しめられます。ふたりは船ふねの底そこの暗くらやみに取とりのこされました。

　ふたりは、ゆかに座すわり、ようすをうかがいます。

　なにも起おきません。レーブンは立ちあがりました。

「あたりのようすを見てくるよ。」

　とびらがぴたりと閉しめられてしまっては、光ひかりがまったく入りません。いくら夜よ目めのきくレーブンでも、月つき明あかりの照てらす森とはちがい、まったく見えません。

　レーブンは両りょう手てを前まえに出して、なにかに当あたらないかと、手さぐりで進すすみます。ほどなくして、かべに当あたり、かべぞいに進すすんで、四すみがどこか、さぐります。

　かべからすぐに角かどに当あたり、角かどから角かどへもすぐに当あたります。結けっ局きょく、ここは、とてもせまいところだとわかりました。

「ぼくたちふたり、横よこになって、ねられるスペースあるかなあ。」

「なんで、こんなところでねるの。」

「だって、しばらくここに、いるかもしれないよ。」

「そうなの？」

「たぶんね……。ふう、こんなところに閉とじこめられて、どこへ行いくのか、どうやって外そとへ出るか、夢ゆめも希き望ぼうもないなんて……。」

「レーブン、わたし、こわい。もう、いや。ああ、どうしたらいいんだろう。」

　レーブンが「なにも思おもいつかない」と言いおうとしたときです。暗くらやみから、ふたりがよく知しっている、大だい好すきな音がきこえました。

　チュウ！

「ラットくん！　きみかい？　わー、ほんとにラットくんだ！　よかった。」

　ラットくんは、もう一いち度ど、チュウ！

「うん、見えてはいないんだけど、声こえでわかったよ！　よく来きたね！」

「イエーイッ！」とエルフも。

　ラットくんは、また、チュウ！　しかし、ラットくんの頭あたまでも、どうやって、ふたりを船ふねの底そこから救すくいだしたらいいか、わからないのでした。
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＊船せん倉そう……甲かん板ぱんの下にある倉そう庫こ。

＊エルダーフラワー……ハーブの一いっ種しゅ。セイヨウニワトコともよばれる。
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「こんなところに、永えい遠えんに閉とじこめられているわけないさ。」

　ふたりは、暗くらやみを見つめました。

　あれから三日みっかたっています。エルフが言いいました。

「ほんとに？」

　ときどき、海かい賊ぞくのひとりが天てん井じょうのとびらを開あけ、パンを少すこし投なげてよこします。パンは古ふるくてカビがついていました。水の入った容よう器きのときもあります。とびらはすぐにピタリと閉しめられ、かんぬきがかけられる音がします。

　四日目の夜よ明あけ、レーブンとエルフは、すっかり絶ぜつ望ぼうしていました。

　でも、ふたりとも、やけにならず、ケンカもせずにいられたのは、ラットくんがいてくれたおかげです。

　ラットくんは船せん倉そうをぬけだし、船ふねの中をさぐるのでした。だれにも見つからないように注ちゅう意いしながら、一日一回かい、ラットくんは海かい賊ぞくたちの会かい話わを立ちぎきし、レーブンに報ほう告こくします。何なん日にちたったかわかるのも、そのおかげです。
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　今日きょうもラットくんは、もどってくると、たくさん集あつめたニュースを、しっぽをふまれたかのような勢いきおいで、チュウチュウと話はなします。

「『あと一日で黒くろ心しん臓ぞう島じまへ着つく』って。そこで、ぼくたちを船せん倉そうから出す。」

「売うりに出されるってこと？」

「そうみたい。黒くろ心しん臓ぞう島じまなんて、こわい名な前まえだね。で、最さい悪あくなのが……。」

「サイアクなんて、いやーっ！」

　ラットくんは、チュウチュウ。興こう奮ふんして体からだ中じゅうの毛けが逆さか立だち、ふわふわになっています。レーブンも話はなしについていけません。

「……え？　……なに!?　黒くろ心しん臓ぞう島じまは、ゴブリン・キングが支し配はいしているんだって！　そこで売うられたら、ぼくたち、ゴブリン・キングの魔ま法ほうにかけられちゃう。そうしたら、もうゴブリン・キングの野や望ぼうを阻そ止しすることなんて、できなくなっちゃうよ。」

　エルフの、のどから、おかしな音が出ました。

「……ううっ……。もうダメだわ。おしまいよ。」

「あきらめちゃダメだ。まだ一日あるから、ここからにげよう。」

「でも、どうやって？　わたしたち、閉とじこめられているのに。」

「たとえば、ラットくんがかべをかじって……。」

　ラットくんがチュウ！　ゆかいな鳴なき方かたではありません。

「『ひと月かかるよ』だって。船ふねの材ざい木もくが分ぶ厚あついから。」

「なにかしなきゃ。あと一日しかない……。」

「命いのちごいをする……とか。あわれっぽく、きみがメソメソ泣ないて、ぼくも、ピーピー泣ないて。」

「レーブン、それ、最さい低ていの案あんだわ。わたし、あんなひどい海かい賊ぞくの前まえで、泣ないたりするの、いやよ。とにかくいや。」

「ああ、きみ、本ほん当とうに勇ゆう気きがあるんだね。」

　本ほん当とうは、レーブンが言いうほど勇ゆうかんなんかじゃありません。暗くらやみのおかげで、レーブンに自じ分ぶんの顔かおが見えなくてよかった、とエルフは思おもいました。実じつは、ふるえていたのです。

「弓ゆみさえ、あればなあ。」

「船せん長ちょうのやつが持もっているんだよな。今いまごろ、ものすごくおこってるよ。きみが使つかい方かたを教おしえないから。」

「だって、教おしえられないもの！　わからないんだから。」

「それでも、なにか、てきとうなことを教おしえてやればいいんじゃない？　そうすれば、解かい放ほうしてくれるかもしれないよ。」

「そんなこと、ないわよ。……やっぱり売うりとばされちゃうと思おもうな。」

「でも、昨日きのう、船せん長ちょうが言いってたことが気になるんだよね……。」

「昨日きのう？」

「うん。島しまに着つくまでに、きみが弓ゆみの使つかい方かたを白はく状じょうしなかったら、ぼくの足の指ゆびを一本ずつ引ひっこぬいてやるって言いってただろ。きみが口をわるまでやるって。」

「まさか……本ほん気きじゃないでしょう。」

「きみはそう思おもうかもしれないけど、わからないだろ。なんでもいいから、話はなしてみたらどう？　ウソでもいいからさ。時じ間かんかせぎになるよ。そろそろ、船せん長ちょうが来きそうだね。」

　スクリーム船せん長ちょうは、一日に一回かいやってきては、とびらを開あけ、上からふたりをにらみつけ、弓ゆみの使つかい方かたを教おしえろと言いうのです。

　どうやら、船せん長ちょうは弓ゆみを使つかってみたのに、なんにも起おきなかったようです。子ブタ一匹ぴき出なかったにちがいありません。

　まさにそのとき、かんぬきが開ひらく音がして、とびらが開あきました。

　明あかるい光ひかりが船せん倉そうにさしこみ、エルフとレーブンはまぶしくて手をかざします。

「ハハッ、これが最さい後ごのチャンスだぞ。どうやったら弓ゆみが使つかえるのか教おしえろ。さもないと黒くろい鳥とりみたいな子の、足の指ゆびがなくなるぞ。」
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　本ほん気きかもしれない、とエルフは初はじめて思おもいました。なにか考かんがえなくては、大たい変へんなことになります。

「わかったわ。」

　エルフは、ひらめきました。

「弓ゆみを使つかうコツはね……頭あたまの中で、良よいことを考かんがえるの。本ほん当とうに良よいことよ。頭あたまの中で考かんがえることが、ぜんぶ完かん全ぜんに良よいことだけになってないと、弓ゆみを使つかってもなにも起おきないの。」

　船せん長ちょうはこれをきいて、口をあんぐりと開あけました。

「良よいことだとっ！」

「そう、良よいことよ。この弓ゆみは、良よいエルフがつくった良よい弓ゆみだもの。」

「だが……、良よいことって、なんだ！　オレは、悪わるい海かい賊ぞくの頭かしらだ！　良よいことなど、思おもいつかん！」

　船せん長ちょうはうなりました。

「でも、それじゃダメなのよ。」

　エルフは、自じ分ぶんでも半はん分ぶん信しんじはじめて言いいました。

「弓ゆみを使つかいたいなら、良よいことを考かんがえるようにしてください！」

「うわあああ。」

「かわいそうだから、手て伝つだってあげる。ウサギちゃんが五十匹ぴきいるのを想そう像ぞうして。たくさんのウサギがモフモフしているのを想そう像ぞうしているときに、悪わるいことなんか考かんがえられないでしょ。」

　同どう時じに、とびらがバンと閉しまりました。ようやく、船せん長ちょうを追おっぱらうことができたのです。

「エルフ、きみ天てん才さい！　船せん長ちょうには、やってもできないよ！」

「でしょ。でも、きっとしばらくは試ためしてみるよね。これで時じ間かんがかせげたわ。」

「いや、時じ間かんはない。あしたには黒くろ心しん臓ぞう島じまに着つく。」

　ふたりと一匹ぴきは、だまりました。不ふ吉きつな運命を考かんがえてしまいます。
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　ただ時じ間かんがすぎていきます。

　ラットくんは、また船せん内ないをさぐりに行いきました。なんとか友ともだちふたりを、このピンチから救すくう方ほう法ほうはないかと、必ひっ死しです。

　夕ゆう飯はん時どきに、海かい賊ぞくの手下が、ひからびたパンを一切きれ、投なげてよこしました。ふたりは、暗くらい気き持もちで、パンを食たべます。

　すると、急きゅうに、上がさわがしくなりました。

　なにを話はなしているのか、声こえがくぐもってききとれませんが、大おお勢ぜいの走はしる足音がきこえ、ブーツのくつ底ぞこが木の甲かん板ぱんを打うつ音がひびきます。

　ラットくんがかけよってきて、なにが起おきているか話はなしました。

「海かい賊ぞくが、なにかを、つかまえたんだって。」

　レーブンがエルフに説せつ明めいします。

「海うみに女の子がいて、引ひきあげたって。」

「女の子？」

「ラットくんにもわからない。でも、海かい賊ぞくたち、大おお喜よろこびだって。」

「どうして？」

「もうひとり、売うりとばす奴ど隷れいが増ふえたからさ。船せん長ちょうは、『オレたち、すげえ大おお金がね持もちになるぞ』って、大おお喜よろこびだって。」

「え、なんで？　大おお金がね持もちって、なにか特とく別べつな子なのかな。」

「わかんないけど、ラットくんの話では、その女の子は、やせっぽちで、服ふくはズタズタだし、磯いそのかおりもするし、なんで海かい賊ぞくたちが、そんなにうれしいのか、わからないって。」

　たしかに海かい賊ぞくたちは、大おお喜よろこびで、さわいでいます。甲かん板ぱんの下からでも、エルフとレーブンに、海かい賊ぞくたちのはしゃぐ声こえや笑わらい声ごえがきこえました。そのさわぎは、ずっと続つづき、やがて夜よるになってもおさまらず、ますますひどくなっていきました。

　音おん楽がくがきこえます。バイオリンの音ね色いろに、アコーディオン。ゆかをたたくブーツの音が大きくひびきました。海かい賊ぞくたちがおどっているのです。

　ラットくんがようすを見に行いってきて、海かい賊ぞくたちが宴えん会かいをしてると教おしえてくれました。おどって、歌うたって、ラム酒しゅ（＊）をガブガブ飲のんでいる、と。

　どんちゃんさわぎは夜よふけになってもまだ続つづきます。すると、とびらがガバッと開ひらいて、スクリーム船せん長ちょうが大おお声ごえでふたりに言いいました。

「モフモフのウサギつぅらなあ！」

　声こえが少すこし変へんです。
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「よっぱらってるんだわ。」

「いちご酒しゅを飲のみすぎたときみたいなやつ？」

「そうよ、でも、ラム酒しゅのほうが、ひどいのよ。」

「モフモフのウサギつぅらなあ。ほんとかああ。」

「本ほん当とうです！」

　エルフは、大げさに、うなずきます。

「うんん。オレはなあ、やってみたんらよお。良よいことを考かんがえるううう。」

と言いいながら、船せん長ちょうは姿すがたを消けしました。

　レーブンが、あっと言いいました。

「とびらが開あいたままだ。チャンス！」

「でも、今いま出るのはムリよ。海かい賊ぞくたちが甲かん板ぱんにウヨウヨしてるんだもの。」

　レーブンはうなずきました。ふたりは、座すわって待まちます。海かい賊ぞくたちが全ぜん員いんラム酒しゅでよっぱらって、とびらが開あいているのに気づきませんように。

　うたげはいつまでも続つづきます。いつまでも、いつまでも。レーブンは、よくこんなにさわげるものだと思おもいました。

　しかし、とうとう、さわぎがおさまってきました。甲かん板ぱんからきこえるのは、大きないびきだけ。

「どうする？」

「ぼくの肩かたに乗のって。立てば、とびらにとどくから。」

「ムリよ、そんなこわいこと！」

「でも、やらなきゃ。ほかに方ほう法ほうはないよ。」

　エルフは、手足を使つかって、レーブンの背せ中なかをのぼろうと……。

「イッテ！」

「ごめん、うまくのぼれなくて。レーブンのほうが、のぼるの、得とく意いなのに。」

「でも、きみのほうが軽かるいから、きみが上だよ。ほら、がんばって。」

　エルフはがんばります。ぐらぐらときて、はっと気づくと、いつの間まにかレーブンの肩かたに立っていました。

「きゃっ！　この体たい勢せい、長ながくはムリ。少すこし左へ行いって。つかめそう。」

　レーブンは左へヨロヨロ。エルフは手をのばして、とびらのふちを……。

「つかんだ！」

と、足がレーブンの肩かたから、ズルッとすべりました。

　ぶらーん。

　レーブンが声こえをかけます。

「のぼれ！　落おちないうちに、急いそいで。」
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　エルフは必ひっ死しになって、うでに力をこめ、甲かん板ぱんに上がりました。星ほし明あかりで、あたりが昼ひる間まのように、よく見えます。見み回まわすと、ぐっすりねむった海かい賊ぞくたち。右も左も、頭ず上じょうの見み張はり台だいでも、海かい賊ぞくたちが、いびきをかいています。

「エルフ？」

　下からレーブンの声こえ。

「わかってる。」

　エルフは小こ声ごえでこたえると、ロープをさがし、ロープをマストにくくりつけると、片かた方ほうをレーブンのいる船せん倉そうにおろしました。レーブンは、あっという間まに、ロープをのぼり、頭あたまの上には、ラットくんがちょこん。

「わっ、ほんと、のぼるの速はやい。レーブンって男の子にしては悪わるくないわよね。」

　レーブンは、まじめくさって、おじぎをします。

「木の上で暮くらしていると、こうなるんだよ。」

「さて、どうする？」

「はしけ船ぶね（＊）があるはずだから、それに乗のって脱だっ出しゅつしよう。」

「待まって。まず、わたしの弓ゆみを取とりもどさなくちゃ！」

「そんな時じ間かんない。今いまにも、目を覚さますやつがいるかもしれない。」

「弓ゆみがないなら、行いかないもの。」

　エルフの耳が、暗くらい中でもわかるくらい赤くなってきました。

　レーブンはため息いき。さからっても、ムダです。

「急いそぐんだよ。」

　そのとき、とつぜん、ふたりに話はなしかける声こえがしました。
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＊ラム酒しゅ……さとうきびから作つくった強つよいお酒さけ。

＊はしけ船ぶね……船ふねと陸りく地ちとの間あいだを、人や荷に物もつをのせて運はこぶボート。
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　甲かん板ぱんの少すこしはなれたところから、だれかが話はなしかけてきます。

　海かい賊ぞくでもなく、ブタでも、オウムでもありません。

　女の子の声こえで、こう、きこえました。

「助たすけて！」

　エルフとレーブンが、船せん長ちょうの部へ屋やへ、半はん分ぶんほど進すすんだとき、その女の子の姿すがたが見えました。海かい賊ぞくたちが「つかまえた」と、大さわぎした子です。

「あの子だ、助たすけてあげないと！」

「でも、今いまは時じ間かんが……。」

　チュウ！　とラットくん。ラットくんは、いつも小さな人を見ると、ほうっておけなくなるのです。

「エルフ、わかるだろ。あの子を助たすけなきゃ。やるなら、今いまだ。」

「う、うん。そうね。」

　ふたりは、女の子のほうへ、足音をしのばせて行いきました。その子はスラッとして、エルフよりも細ほそく、よごれたワンピースを着きています。パッと見たところ、ワカメでできているように見えましたが、そんな服ふくあるのでしょうか。

「ああ、どうか、助たすけてください。海かい賊ぞくに売うられてしまいます。」

と女の子は言いいました。レーブンは、安あん心しんさせるように、ほほえみました。

「ぼくたちのことも、売うりとばす気なんだ。でも、ぼくたち、ここから脱だっ出しゅつするところだよ。もちろん、助たすけてあげるよ。ね、エルフ。」
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　エルフはうでを組くみ、なぜか、つっけんどんな口く調ちょうになります。

「わたしの弓ゆみのことは、どうするの。」

「どうか、くさりをといてください。お願ねがいです。おうちに帰かえりたい。」

「もちろん。あ、このくさり、カギがついてる。くさりを切きることもできないし……。」

「船せん長ちょうが、カギを持もっています。どうか。急いそいで。」

「エルフの弓ゆみも、船せん長ちょうのところだよね。」

　そうきいて、エルフはうで組ぐみをときました。

　ふたりは、船せん長ちょう室しつへしのびこみます。そーっと、できるだけ静しずかにドアを開あけました。

　ラットくんは女の子と待まっています。安あん心しんさせようと、頭あたまの上に乗のってあげました。髪かみの毛けは、海かい水すいがかわいてバリバリしていましたが、それ以い外がいは快かい適てきです。

　エルフたちは船せん長ちょうのようすをさぐりました。ぐっすりねて、いびきをかいています。しかし、背せ筋すじをピンとのばして、いすに座すわったままです。ポケットから飛とびだしているのはカギ、うでにかかえているのは、エルフの弓ゆみ。

「んもうっ！」

「シッ！　起おこしちゃう……。」

　エルフは無む言ごんでうなずき、ふたりはぬき足、さし足……。

　近ちかづくと、船せん長ちょうのいびきで耳が痛いたくなりそう。レーブンは、そうっと手をのばして、ポケットのカギをつまみ、そろそろと上へ……。

　とった！　レーブンがにっこり笑わらってエルフのほうをむくと、エルフは、弓ゆみを船せん長ちょうのうでから、ぐいぐい引ひきはがそうとしています。

「だめだって！」

　レーブンは小こ声ごえで言いいました。

　しかし、エルフがやめそうにないとみると、船せん長ちょう室しつを飛とびだしました。とらえられた女の子の元もとへかけよります。時じ間かんがありません。

　息いきをつめて、カギを入れてみます。カチャリ。カギが合あいました。すぐに、女の子をくさりから自じ由ゆうにします。ラットくんが頭あたまから飛とびおりて、レーブンのポケットに入りました。

「ああ、ありがとうございます。」

　女の子は、ほっとして言いいました。レーブンはうなずきます。

「ここからにげるぞ。ボートをおろすから、手をかして。」

　レーブンは、はしけ船ぶねを指ゆびさしました。ウィンチ（＊）のハンドルを回まわすと、はしけ船ぶねが海かい面めんにおりるようになっています。

　ふたりはハンドルをにぎって、急いそいで回まわします。ボートがゆっくり下がり、海かい面めんにふれようとした、そのとき、大きな音がしました！　サイの鼻はな息いきのような音に続つづいて、さけび声ごえと走はしる足音。おしゃれなブーツと海かい賊ぞくのブーツの足音です！

「ああ、やっぱり起おこしちゃったか！」

　エルフが船せん長ちょう室しつから飛とびだしてきました。そのすぐあとから船せん長ちょうが！　船せん長ちょうは弓ゆみを持もって、おそろしくおこっています。エルフがさけびました。

「ボートを出して！　乗のって！」

　レーブンは、サッとボートへ乗のりこみます。海かい賊ぞくの手下たちも目を覚さましはじめました。どなりあう声こえ。さわぎが広ひろがります。

　甲かん板ぱんの手すりにたどりついたエルフは、ボートへ飛とびおりて、ドサッと着ちゃく地ちしました。レーブンは、オールをつかむと、やり方かたもよくわからないまま、ボートをこぎだします。

「レーブンが、あんなに助たすけようとしていた女の子、いないじゃない!?」

　レーブンがハッとしました。ラットくんが大きく、チュウ！

「あそこだ！」

　女の子は、甲かん板ぱんの手すりの上に立って、そこに海かい賊ぞくの手下たち十人ほどが、じりじりと、つかみかかろうとしています。と、女の子は船ふねから海うみへ、シュッと美うつくしく飛とびこみました。水しぶきも立ちません。レーブンは思おもわず言いいました。

「か、かっこいい……。」

「だまって、こいでよ。海かい賊ぞくが追おいかけてくるわ。」

「エルフ、やきもち焼やいてるの？」

　図ず星ぼしです。エルフは本ほん当とうにやきもちを焼やいていたのでした。そして、もうひとつ本ほん当とうに、海かい賊ぞくたちも追おいかけてきます。しかし、手下のほとんどは、まだねむくて、なにが起おきたのか、わかってないようです。右う往おう左さ往おうしています。船せん長ちょうは手にした弓ゆみを頭あたまの上でふって、「くそう」とさけびます。

「こいで！」

とエルフが言いい、レーブンは必ひっ死しにこぎました。少すこしして、方ほう向こうがちがうと気がつきます。ふたりはオールを一本ずつ持もって、いっしょにこぎ、ようやく海かい賊ぞく船せんから遠とおざかりました。

「あの女の子、どこへ行いったんだろう。」

　レーブンが大きな声こえで言いいました。

「ここよ！」

　女の子が海かい面めんから顔かおを出し、ボートの後うしろで頭あたまをのぞかせます。
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「さ、早く乗のって。」

　エルフは場ば所しょをつめてあげます。レーブンが言いいました。

「ここからはなれなきゃ。でも、そんなに遠とおくまで行いかなくても、大だい丈じょう夫ぶかな。暗くらいから、むこうもこちらが見えないだろうし。」

「ありがとう。でも、わたしは、水の中にいるほうが、いいの。助たすけてくれるなんて、あなたたち、すごいわ！　ところで、わたしはモーロって言いいます。あなたたちは？」

「ちょっと変かわってる名な前まえなんだ。」

「この子はレーブン。わたしはエルフよ。」

「黒くろい鳥とりと妖よう精せいね。わたしの名な前まえ『モーロ』にも、堤てい防ぼうって意い味みがあるんだけど、やっぱり変かわってるかしら。とにかく、ありがとう、レーブン。ありがとう、エルフ。あなたがたが、いなかったら、売うられていたことでしょう。」

「わたしたちも売うられていたわ。でも、あなたほど高たかくないみたい。どうして、あなたには、そんなに高たかい値ね段だんがつくの？」

　モーロは肩かたをすくめました。

「わたし、行いかなくてはなりません。」

　レーブンは、おどろきました。

「行いくって、どこへ？　行いくあてもないだろう？」

「それが、あるのです。でもわたしについてきてはいけません。あなたたちは、あちらのほうへボートをこぐのです。」

　モーロは、月の方ほう向こうを指ゆびさします。さらに、

「むこうへは、行いってはいけません。」

　そう言いって、北きたをさしました。

「むこうは、黒くろ心しん臓ぞう島じまです。それに『帰かえらずの海うみ』へは近ちかづかないこと。」

　そう言いって、あちこち指ゆびさしながら、水中を泳およいでいます。

「もし、困こまったことがあったら、このふえをふいてください。仲なか間まをつれて、助たすけに来きます。」

　首くび元もとをさがして、細ほそい銀ぎんのネックレスをはずし、レーブンにわたしました。ネックレスには、穴あなの開あいた小さな巻まき貝がいがついています。魚さかなのウロコのように星ほし明あかりにきらめきました。
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　レーブンは、貝かいをくちびるにあてます。

「だめです！　一回かいしか使つかえないのです。必ひつ要ようなときに使つかってください。仲なか間まと来きます。」

「どういうこと？」

　レーブンは首くびをかしげました。

「仲なか間まって？」

　エルフもふしぎそう。

「必かならず、来きますから。」

　モーロはにっこり笑わらってボートからはなれ、海かい中ちゅうにもぐると、パッと空中へ飛とびあがり、再ふたたび水中へもぐります。そのとき、ふたりは、あるものを見て、思おもわずボートをこぐ手が止とまりました。口がポカーン。

「エルフ、見た？」

「見てない。だって、まさか……ありえない。」

「見たんだね。見たんでしょ。」

「……見た。見たわ。でも信しんじられない……。」

　モーロが泳およいでいく姿すがたが見えました。足があるはずのところには、ウロコの光ひかる、スラッと長ながい魚さかなの尾おがありました。
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「人にん魚ぎょだ……。」

「わあ……。」

　レーブンは、貝かいがらのふえをじっと見て、ポケットに入れました。ラットくんのとなりです。

　海かい賊ぞくたちの、わめき声ごえが海かい上じょうにただよってきます。

「エルフ、行いこう。ボートをこごう。」
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＊ウィンチ……くさりなどを巻まきつけ、重おもい物ものをあげおろしする装そう置ち。
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　海かい賊ぞく船せんはすぐに見えなくなりました。海うみは暗くらく、ふたりの乗のるボートは小さく、海かい賊ぞくたちはみんなラム酒しゅでよっぱらっていましたから。

　エルフが、ボートをこぎながら言いいました。

「だから、あの子は高たかく売うれるって言いっていたのね。人にん魚ぎょだからかあ。船ふねにいるときは、シッポはなかったよね。」

「変へん身しんしてたのかなあ。ふつうの女の子に見えたよね。陸りくからずいぶんはなれているのに、女の子が見つかるなんて、おかしいと思おもった。海うみで泳およいでるところを海かい賊ぞくに、引ひきあげられたんだね。」

「つかまるなんて、おバカさんね。」

「ぼくたちだって、つかまったじゃんか。」

　ふたりは、だまってボートをこぎます。

「わたし、弓ゆみをとられちゃった。」

　エルフが悲かなしそうに言いいました。

「……うん。」

「ところで、どっちにむかってるんだっけ？」

「月のほうへ。」

「どうして？　モーロが、そう言いったから!?」

「そうだよ、モーロがそう言いったからだよ。ほかにいい案あんある？　それに、北きたには行いくなって言いってただろう？」

　レーブンは、あごでさしました。

「だけど、月のほうになにがあるか、わからないじゃないの。あの子は人にん魚ぎょだもん。人にん魚ぎょは陸りくがなくても平へい気きだし、わたしたちは陸りくに着つきたいのに、そんなことも、わからないかもしれないわよ。食たべ物ものや水だって、いるのに。」

「モーロは、ぼくたちのために言いってくれたと思おもうな。」

「レーブンは、そう思おもうかもしれないけどっ。」

　エルフは、なんだかカリカリしています。

「どういう意い味み？」

「なんでもない。……レーブンてば、いつも、みんなに、優やさしくしすぎなのよっ。それで、結けっ局きょく、トラブルに巻まきこまれるんだから。」

　レーブンは、ききながすことにしました。エルフがつかれて、ブツブツ言いう気き持もちもわかるのです。だから、優やさしく言いいました。

「エルフ、きみだって、優やさしいじゃん。ぼく知しってるよ。ただ、ちょっと、こわかっただけだよね。」

「ち、ちがうもん！」

　ボートをこいでいるうちに、ようやく太たい陽ようがのぼってきました。

　あたりが見えるようになると、広ひろい海うみに、ふたりきり。見わたすかぎり、なんにもありません。

「カモメでもいれば、ぼく、話はなしかけるんだけどな。」

　しかし、空にはカモメどころか鳥とり一羽わ、飛とんでいませんでした。

「ああ、レーブン、月が見えなくなっちゃった。どっちにむかえばいいの？」

「モーロのふえを使つかえばいいよ。助たすけてもらおう。」

　レーブンはふえをとりだしましたが、しげしげと見て言いいました。

「いや、このふえは、ちょっと迷子まいごになったくらいで使つかうものじゃないな。もっとピンチのときに使つかいなさいってことだよね。」

「海うみで遭そう難なんしてたら、じゅうぶんピンチじゃないの!?」

とエルフは大きな声こえをあげました。

「まあ、おちついて。」

とレーブンが言いうと、ラットくんがもぞもぞと頭あたまを出して、大きくチュウ！

「きみもだよ、ラットくん。」

　日が高たかくなるにつれ、ふたりはこぐのにつかれ、ボートにねそべりました。ボートはただ、海うみにただようだけ。

　ボートがゆったりゆれると、ふたりはすぐに、うとうと。

　目が覚さめたのは、かなりたってからです。ボートのゆれがはげしくなって、気がついたのでした。

　レーブンは、起おきあがります。

　天気が変かわっています。太たい陽ようは、厚あつい雲くもにかくれ、冷つめたい風かぜもふいています。エルフも起おきあがって、目をこすっていると、雨つぶがボートの板いたに落おちました。

　大きな波なみがボートを押おしあげ、また下へ落おとします。雨がたえまなくふりつづき、かみなりで水すい平へい線せんが光ひかります。

「うわあ、エルフ、嵐あらしになりそうだね。」

「なりそうっていうより……。」

　エルフが、大きな声こえで言いいかえす前まえに、もっと大きな波なみがボートを、ぐわんと横よこへゆらしました。
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　チュウ！　ラットくんが、レーブンのポケットの奥おくへかくれます。すると、波なみがザバッとかかり、風かぜがボートにふきつけ、雨がざんざん打うちつけます。

「やんっ！　レーブン、わたしたち、おぼれちゃうわ。」

　レーブンは、ゴクリとつばをのみます。

「ボートの先を波なみが来くるほうへ向むけるんだ。手て伝つだって！」

　しかし、それもうまくいきません。あっという間まに、ボートは波なみに持もちあげられ、ひっくりかえりました。

　ふたりは、そのまま、冷つめたいあれくるう水の中へ……。
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　レーブンは目を覚さましました。

　びっくりです。だって、すっかりおぼれたと思おもってましたから。

　もうひとつ、びっくりなのは、ぬれてないことです。パリッとかわいています。かわきすぎなくらい。

　三つ目にびっくり。砂すなの上にいます。浜はま辺べです。

　パチパチ、とまばたき。横よこを向むくと、エルフが、じっと見ています。

　エルフも、まばたき。いつものエルフです。

「助たすかった……。」

とエルフが言いいました。

　チュウ！　ラットくんが反はん対たい側がわから鳴ないて、レーブンの頭あたまに飛とびのり、あいさつします。レーブンが言いいました。

「ここは、どこ？」

「島しまみたい。」

「黒くろ心しん臓ぞう島じまじゃなく？」

「ちがう、と思おもう。すごく小さい島しまだもの。」

　レーブンは立ちあがって、あたりを見ました。

　海うみは、まだあれています。なんと、打うちよせる波なみの色いろが、赤いのです！
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　レーブンは息いきをのみました。

「この海うみの色いろ……、『帰かえらずの海うみ』じゃないか!?」

　後うしろには、小さな島しま。一目で見わたせる島しまの真まん中なかは、ジャングルになっていて、不ぶ気き味みな木き々ぎがしげっています。

「探たん検けんしよう。」

　海かい岸がんぞいに一時じ間かん半はんも歩あるくと、自じ分ぶんたちの足あとのところにもどってきました。

「島しまだねえ。」

「島しまだって言いったでしょ。」

「無む人じん島とうに打うちあげられたんだね。運うんがよかった。さて、どうしようか。」

「モーロのふえをふいたら？」

「いや、あれは、もっと絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいのときに、とっておかないと。」

「もうっ！　もっと絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいのときって!?　無む人じん島とうに流ながされたのよ！」

「おちついて。もう少すこし、あたりを調しらべてみよう。だれか住すんでいるかもしれないし。」

「でも今いま、一周しゅうしたところでしょ。だれもいなかったじゃない。」

「そうだけど、まだ、あっちは調しらべてないだろ。」

　レーブンは、島しまの真まん中なかのジャングルを、あごでさしました。

「動どう物ぶつが見つかれば、ここはどこで、どうやって島しまを脱だっ出しゅつできるか、きいてみるよ。」

「まさか、大きなオウムに飛とんでつれていってもらうつもり？」

「そんな皮ひ肉にくを言いうことないだろ。木があるから、いかだを作つくるとかさ。」

　レーブンは気にしないで、浜はま辺べからジャングルのほうへ出しゅっ発ぱつします。ラットくんもチョコチョコと走はしって、あとをついていきました。陸りくに着ついて、うれしいのです。初はじめて見るものが多おおいので、クンクンにおいをかいでいます。

　ジャングルは木が密みっ集しゅうしていて、歩あるきにくくなっています。

「こんなの、ぜ～ったい意い味みないっ！」

　レーブンも、そうかもしれないと思おもいましたが、うなずくだけにして、ジャングルへ分わけいっていきます。

「食たべられる木きの実みがないかなあ。まずは、そこからだ。」

　すると、ジャングルからぬけ出たところに、ぽっかりと空あき地ちがありました。

　そこに小さな、変かわった小こ屋やが立っています。

「エルフ、さっき、なんて言いったっけ？　こんなの意い味みないって？」

　レーブンは、ちょっとえらそうです。

「わかった。レーブンの勝かち。さ、見てみましょう。でも、気をつけてね。危あぶないかもしれないから。」

　レーブンは、うなずきました。

　ところが、エルフの予よ想そうは的てき中ちゅうしたのでした。


[image: ]







[image: ]




　小こ屋やはボロボロでした。四すみの柱はしらでかろうじて屋や根ねを支ささえていますが、かべのうち二枚まいはなく、部へ屋やの中がまる見えです。

　木のゆかに、すりきれたじゅうたん。ゆかの上には、古ふるぼけてクタクタになった、ひとり用ようのソファーがあります。テーブルとベッドがひとつ。物もの入いれ、かべにたながいくつか。そして、変へんなものがいろいろ。どれも、とても古ふるく、ボロボロです。かべには、きみょうな男がえがかれた、油あぶら絵えがかけられています。

　何なん年ねんも、ここには人がいないのでしょう。

「わあ、ヘンなとこ」とエルフ。

　ふたりが見つけたのは、たくさんの本、地ち図ず、海かい図ず、星せい座ざ図ず、名な前まえもわからないヘンなかざり物もの、えんぴつ、別べつの本の山、さらに、まったく意い味みのわからない物ものが山ほどあります。でも、食たべ物ものは、小こ屋やに見あたりません。

　ふたりは、じゅうたんに座すわり、別べつ々べつのほうをながめます。どっとつかれてきました。

　ラットくんは、タタタとベッドの下へ走はしりました。ふたりがまた口げんかをはじめそうと、思おもったからです。

　そのときです。ふたりが見ていないところで、なんと浜はま辺べの上に、ひとりでに足あとがあらわれました。足あとは小こ屋やへ近ちかづいてきます。ひとつ、また、ひとつ。だれもいないのに、足あとだけが、やってきます。

　声こえがきこえました。
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「してないっ！」

　レーブンとエルフは同どう時じに言いいます。だれもいないので、すっかりおたがいの声こえだと思おもいました。

「なんでそんなこと、言いうの!?」

「なんでそんなこと、言いうのさ!?」

「なによ!?」

「なに!?」

「レーブン、変へんなこと、やめてよねっ。」

「そっちこそ。」

　ふたりは、プイとそっぽを向むきました。声こえがします。
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　ふたりはふりむいて、同どう時じに言いいました。

「してないってば！」

　にらみあいます。また、プイッ。
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　これをきくと、ふたりは思おもわず、ケンカしそうになりました。

　そのとき、頭あたまにヤシの実みが、コン！

「イタッ！」

　レーブンが頭あたまをなでます。

　ヤシの実みが、今こん度どはエルフの頭あたまに、コン！

「イタッー！」

　頭あたまの上に、木はありません。

「どっから、来きたんだ、これ？」

「わからな……。」

と、エルフが言いいおわらないうちに、またヤシの実みが、ゴン！

「イッテ！　今いまの痛いたい！」

とレーブンがうめいて、おしりをさすります。

　次つぎから次つぎへとヤシの実みがビュンビュン飛とんできます。ふたりとも、よけながら、どこから飛とんでくるのか見きわめようとしました。
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「見て！」

　エルフの大きな声こえ。飛とんでくるヤシの実みを、かがんでよけながら、指ゆびさしたのは、小こ屋やの横よこ。ヤシの実みがたくさん積つまれていて、ひとりでに、ふわっとうかびあがって、飛とんできます。

「魔ま法ほうのヤシの実み！」

「おばけ？」

とレーブンが言いったとき、ヤシの実みが耳をかすめました。危あぶない！

　ハックション！

　とつぜん、大きな、くしゃみがきこえました。すると、なにもないところに男がパッ！　とあらわれます。両りょう手てにヤシの実みを持もっています。

「なんだ、あれ!?」

「あいつがやってたのよ、つかまえて！」

「よくもやったな！」

　レーブンは、固かたいヤシの実みを、いくつも当あてられて、頭あたまにきています。

　ふたりは、男に追おいつき、地じ面めんに押おさえつけました。男は小こ柄がらで、力も強つよくありません。エルフとレーブンだけで、苦くもなく地じ面めんに押おさえつけましたが、ラットくんも、念ねんのため、ピョンと男の頭あたまに乗のります。しかし、その男には、きみょうなところがありました。体からだが砂すなでおおわれているようなのです。
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「い、いたずらして、すまなかった。たのむから、暴ぼう力りょくはやめてくれ。きみたちのことは、だれにも言いわないから、ワシのことも、ほっといてくれ。」

「どういうこと？」とレーブン。

「はなしてくれ。だれにも言いわぬ。約やく束そくする。」

「だれにもって、だれのこと言いってるの？」

　ふたりは男をはなして、立たせてあげました。

「別べつの海かい賊ぞくじゃよ。きみたち海かい賊ぞくが先に来たと知しれたら、おこるだろう？」

「海かい賊ぞく!?」

「そう、海かい賊ぞく……。」

　長ながいあごひげを生はやした男の目は、ギョロギョロと光ひかっていました。そのせいで、よけい、きみょうに見えます。

「……だって、きみたち、海かい賊ぞくじゃろう？」

「ちがうわ、海かい賊ぞくじゃない。わたしはエルフ、こっちはレーブンっていうの。」

　チュウチュウ！

「あと、こちらはラットくん。」

「はじめまして。よろしく。」

と男は言いい、うたがわしそうに、もう一いち度どききます。

「本ほん当とうに、海かい賊ぞくじゃないのじゃな。」

「ぼくたち、海かい賊ぞくからにげてきたところなんです。ボートが嵐あらしにあって、この島しまに打うちあげられたんです。」

「なんと……。」

「ところで、おじさんは、だれですか。自じ己こ紹しょう介かいしてください。」

「ああ、ワシの名な前まえは、マービン。」

「あの、ぶしつけかもしれませんが、おききしてもいいですか？」

　マービンは、レーブンを、じろりと見ました。

「質しつ問もんによるがな。」

「あのう、砂すなまみれに見えるんですが、あなた……？」

「あ、あたりまえじゃ！　砂すなまみれじゃない、ワシの体からだは砂すなでできているんじゃ。なんたって、ワシは砂すな人にん間げんのはしくれじゃからな！」

　マービンは、爆ばく発はつしたような大おお声ごえで答こたえました。

「砂すな人にん間げん!?」

　エルフとレーブンは、同どう時じにさけびます。レーブンが言いいました。

「体からだが砂すなでできてるって、そんなのありえない！」

　マービンはムッとしました。

「それが、ありえるのじゃ。魔ま法ほうが使つかえれば、いろんなもので体からだを作つくれるからのう。」

「魔ま法ほうが使つかえるの？」

「もちろん！　砂すな人にん間げんは、『睡すい魔ま』とも言いわれている。ワシらは魔ま法ほうを使つかって、世せ界かい中じゅうを飛とび、小さな子どもの目に、魔ま法ほうの砂すなをかけて、毎まい晩ばんねかしつけるのじゃ。」

　ほこらしげに言いったあと、マービンは悲かなしそうになります。

「でも、もうワシはできないんじゃ……。魔ま法ほうをほとんどわすれてしまってな。」

「でも、透とう明めいになっていたじゃないですか。」

「うむ……。それしかできないのじゃ。それと、食たべ物ものを作つくるだけ。ほかのことはわすれてしまった。それに透とう明めいになるのも、いまいちで、くしゃみをすると、魔ま法ほうがとけてしまうんじゃ。」

「くしゃみで？」

とエルフはびっくりしましたが、レーブンは、別べつの話はなしに食くいつきました。

「食たべ物もの、作つくれるの？」

　目がキラキラしています。

「そうじゃよ。なにか食たべるか？」

　レーブンとエルフは、首くびがもげそうなくらい、ぶんぶんと縦たてにふりました。
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　それからまもなく、エルフとレーブンは、食たべたいと思おもっていた食たべ物ものをすべて出してもらい、いろいろな飲のみ物もので流ながしこんでいました。

　砂すな人にん間げんマービンの、食たべ物ものを作つくるうではおとろえず、ふたりが食たべたい物ものはなんでも作つくってくれて、しかも、信しんじられないくらいおいしいのです。

「食たべ物ものの魔ま法ほうは、ずいぶん練れん習しゅうしたんじゃよ。島しまでは、ほかにやることがなくてな。食たべ物ものを作つくることと、海かい賊ぞくよけだけじゃ。ときどき海かい賊ぞくが宝たから物ものをかくしに来くるのでな。」

「スクリーム船せん長ちょうが？」

　エルフは、ロールパンとラズベリー・ジャムで口をいっぱいにして言いいます。

　マービンは、笑わらいとばしました。

「ワハハ！　あんなやつ、こわくない。あんなの、チョロイもんじゃ。」

　レーブンがききます。

「そうなの？　スクリーム船せん長ちょうって、『悪あくのイルカ号ごう』の船せん長ちょうのことだよ。ぼくたちを、奴ど隷れいにして売うろうとしたんだ！」

「ハハハ！　そんなの、たいしたことない。ブラックブラッド船せん長ちょうにつかまってたら、どんな目にあったことか。スクリーム船せん長ちょうなら、ずっと楽らくなもんじゃ。」

「ブラックブラッド船せん長ちょう!?」

　エルフとレーブンは同どう時じにさけびました。食たべている手が止とまります。バターをたっぷりぬったクランペット（＊）のかけらが、すりきれたじゅうたんの上に落おち、ラットくんが飛とびつきました。

「ブラックブラッド船せん長ちょう。黒くろい血ちという名なの、やつこそ、真しんの海かい賊ぞくじゃ。」

「スクリーム船せん長ちょうだって、足の指ゆびをぬいちゃうぞって言いったよ。」

「そんなの、あまい、あまい。ブラックブラッド船せん長ちょうにつかまったら、もっとひどい目にあうじゃろう。」

「ブラックブラッド船せん長ちょうって、どういう人なの？」

　ふたりは、おそるおそる、あたりを見み回まわしました。今いますぐにでもあらわれるかもしれないと思おもったからです。

「ここより東ひがしの海うみがなわばりだ。この東ひがしから大たい陸りくまでの海うみが、『帰かえらずの海うみ』と呼よばれているんじゃ。」

「だから、ここの波なみも赤いんだ！」

とレーブン。マービンが、うなずきます。

「波なみが赤いのは、ともかく、『帰かえらずの海うみ』には、怪かい物ぶつがたくさんひそんでいるんじゃ。深しん海かいの大きな怪かい物ぶつは、たくさんの足を持もち、目め玉だまがいくつもある。ふつうなら、おっかなくって『帰かえらずの海うみ』へ船ふねで入ったりしないが、もし入ったら、怪かい物ぶつだけでなく、別べつのものも、心しん配ぱいしなきゃならん。それがブラックブラッド船せん長ちょうと海かい竜りゅう号ごうじゃ。おそろしい海かい賊ぞくでな。スクリーム船せん長ちょうのとこなんか、お花はな畑ばたけもいいとこじゃ。」
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「でもでも、でもさ、ブラックブラッド船せん長ちょうは、この島しまに来きたりしないでしょう？　すぐにでも来くるの!?」

「それは、わからん。ときたま、やってきては、宝たから物ものをうめていく。しばらくしては、またやってきて、うめた宝たから物ものを売うる。この島しまが、銀ぎん行こうみたいなものじゃ。砂すなにうめておいて、必ひつ要ようなときに、ほりだしておる。」

「そのとき、海かい賊ぞくからにげられるの？　ここに小こ屋やがあるの、わからないわけないよね。」

「うむ、この小こ屋やにはゆうれいがいると思おもっているのじゃ。ワシが透とう明めいになって、物ものを投なげつけるから、小こ屋やのまわりには近ちかづこうとせん。」

「でも、くしゃみしちゃったらどうするんですか。」

とエルフ。マービンは、エルフをギョロッと見ました。

「食たべ物ものは、おいしかったかい？」

「……ええ、ごめんなさい。とってもおいしかったです。ありがとう。」

　レーブンも言いいました。

「すごい魔ま法ほうだね。本ほん当とうに、すごい。でも、どうして、こんな島しまにいるんですか。ここにいても楽たのしくないだろうし、魔ま法ほうで船ふねを作つくって、それで出ていけば……？」

　マービンは、紅こう茶ちゃを、なにもない空中に出しゅつ現げんさせ、手にとると、ひと口飲のみました。

「やりたくないのお。」

「でも、ここにずっとひとりで？　どこかに仲なか間まがいるんじゃないの？　ほかの砂すな人にん間げんは？」

「うん、たくさんおる。みんなは、みんなのところにいるのじゃ。だから、わしは、ここに来きた。」

「どうして？」

「みんなと、はなれるためじゃ。わしは、ほかの砂すな人にん間げんとはちがうんじゃ。わしは静しずかで、おだやかな暮くらしが好すきだが、みんなは……。いや、きみたちもみんなに会あったら、わかるさ。ずーっと、しゃべってばかりいてな。たえられん。だから、わしはここへ来て、ゆったりのんびり、そうしているのが好すきだから、ここにいるんじゃ。」

「さびしくないの？」

「ぜーんぜん。ここが好すきなんじゃ。だれもじゃましないし。ふだんはな。」

と言いって、ふたりのことを、意い味みありげに見ます。エルフが言いいました。

「おじゃまするつもりじゃ、ないんです。できれば、すぐに出ていきたい。行いかなくちゃ。やらなくちゃいけないことがあって、旅たびの途と中ちゅうなんです。」

「へえ。」

　紅こう茶ちゃをもうひと口飲のみながら、目を細ほそめて、ふたりを見るマービン。

「わたしたち、ゴブリン・キングから世せ界かいを救すくうんです！」

「!?」

　マービンは、エルフとレーブンに向むかって、紅こう茶ちゃをぶ[image: ]っとふきだしました。
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＊クランペット……パンケーキのような軽けい食しょくパン。訳やく者しゃあとがきも見てね。
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「ゴブリン・キングだって!?　ゴブリン・キングと戦たたかうつもりなのか!!」

と、マービン。レーブンがこたえます。

「はい。ゴブリン・キングのこと、知しってるんですか？」

　砂すな人にん間げんマービンは、宙ちゅうを見上げました。

「どうかしてる！　会あえてよかったけど、さよならじゃ。どうせすぐに死しぬだろうから、もう食たべ物ものも作つくらんぞ。」

「……死しぬって。」

「ゴブリン・キングが、どんなに危き険けんか、知しらんのか。魔ま物ものゴブリン族ぞくの王おうじゃ。小こ指ゆびの先だけでも、ブラックブラッド船せん長ちょうと手下をあわせたより、ずっと強つよい。『帰かえらずの海うみ』の怪かい物ぶつを全ぜん部ぶ足たしたとしても、やっとゴブリン・キングの小こ指ゆび一本ぐらいのもんじゃ！」

　レーブンとエルフは、顔かおを見み合あわせました。エルフが言いいます。

「悪わるいやつだってきいたから……。」

「悪わるいやつ！　ハッハッハッ！」

　マービンは、自じ分ぶんの頭あたまの横よこを、人ひと差さし指ゆびでトントンしました。

「その頭あたまは、からっぽか。」

　今こん度どは、レーブンが言いいました。

「でも、たおさなきゃダメなんです！　ぼくたちは、世せ界かいを救すくうんだ。ゴブリン・キングは、ぼくたちの森を破は壊かいしようとして、巨きょ人じんに命めいじて、木を全ぜん部ぶぬかせたんです。だから、ぼくたち、巨きょ人じんを退たい治じしたんだ！」

　マービンは、指ゆびを止とめました。

「巨きょ人じんを、退たい治じしたじゃと!?」

　感かん心しんしたようです。

「そうです。それから、ばけもの山もこえてきたんです。もしかしたら、おじさんの言いうとおりかもしれません。ぼくたち、あきらめて、ふるさとに帰かえるべきなのか。でもまずは、どうやって、この島しまから出られるんですか!?」

　チュウ！　とラットくんが鳴なき、レーブンはひろいあげて、なでてあげました。

「ラットくん、わかってるよ。きみも、帰かえりたいんだね。」

「帰かえるわけにいかないわ！　こんなに遠とおくまで来きたんだもの。それに、どうやってゴブリン・キングをたおすのかもわかったし！」

　エルフが強つよく言いいました。

「なんじゃと？」

「ええ……。レーブンがきいたんです。『歌うたう剣つるぎ』と、『月のなみだ』っていうものがあればいいって。どんなものかすら、わからないんですけど。」
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「『歌うたう剣つるぎ』は……剣けんじゃな。剣けんが歌うたう。これは、すぐわかる」とマービン。

「そうなんでしょうか……。『月のなみだ』は、どう思おもいます？」

「うーん、わからん。でも、どこに行いったら見つかるかは、知しっとるよ。」

「知し、知しってるんですか!?」

　エルフとレーブンは、びっくりぎょうてん。

「うん。海かい賊ぞくたちが宝たからを砂すな浜はまにうめに来くると、わしは透とう明めいになる。だからいつも、海かい賊ぞくたちのおしゃべりをきいているんじゃ。」

「剣つるぎとなみだのことが、出てきたんですか？」

「うん、なんどもな。海かい賊ぞくは、いろんなお宝たからを持もっちゃいるが、そんなお宝たからがかすむくらい貴き重ちょうなのが『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』じゃ。海かい賊ぞくたちが、そう言いっておった。しかし、とりに行いくのは、おっかなくってできないそうじゃ。」

「ブラックブラッド船せん長ちょうでも、おっかないの？」

　レーブンは青ざめます。マービンは、重おも々おもしくうなずきました。

「そうじゃよ。『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』があるのは、『さまよう砂さばく』のど真まん中なかじゃ。」

「さまよう砂さばく……。」

「そう、『さまよう砂さばく』じゃ。おそろしい魔ま物ものがわんさかいて、奇き怪かいな現げん象しょうが起おこる。ただでさえ、砂さばくは、はてしなく広ひろいのに、その上なにも目め印じるしがないから、すぐに方ほう向こう感かん覚かくがなくなり、みんな、さまよいつづけるのじゃ。水がないので、飲のむこともできず、太たい陽ように照てらされて暑あつい。そこから、生きて帰かえった者ものは、ひとりもおらん。」
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　エルフが息いきをのみました。

「でも、どうして、そんなことを知しってるの。」

「むかし、そこに住すんでいたからのう。砂すな人にん間げんは、『さまよう砂さばく』にいるんじゃ。」

　レーブンが、立ちあがります。

「行いってみよう。行いくしかない。ゴブリン・キングが世せ界かいを征せい服ふくするのを手をこまねいて、見ているわけにいかない。森を破は壊かいして、人を奴ど隷れいにする。そんなの、ダメだ。」

「でも、レーブン、どうやってこの島しまを出るの。」

　マービンも立ちあがります。

「もし行いくと決きめたなら……ひとつ策さくがあるぞ。」

　レーブンとエルフは、ハッとしました。

「ブラックブラッド船せん長ちょうと手下たちが宝たからをほりかえしにくるまで、待またなくてはいけないが……。海かい賊ぞくたちは宝たからをほりだすと『帰かえらずの海うみ』の東ひがしへ航こう海かいし、大たい陸りくの港みなとで、お金をパーッと使つかうのじゃ。『たつまき港こう』という町だ。その大たい陸りくに、『さまよう砂さばく』がある。」

　レーブンが考かんがえます。

「でも、どうしたらいいんだろう。もっともおそろしい海かい賊ぞくだって言いいましたよね。『乗のせてください』って言いうわけにいかないでしょう。」

「うむ。密みっ航こうもできない。かくれて乗のっても、ぜったい見つかるし、見つかれば、その日のうちに火あぶりにされるじゃろう。」

「ひえっ。」

「レーブンてば、もう、『ひえっ』て言いうの、やめてよ。」

とエルフは言いい、マービンをじっと見ました。

「じゃあ、策さくってなんですか？」

「ふたりとも、透とう明めいにしてやろう。次つぎにブラックブラッド船せん長ちょうの船ふねが来きたら、ふたりとも透とう明めい人にん間げんになって、船ふねまで泳およぎ、どこかにかくれて、そのまま『たつまき港こう』へ行いくのじゃ。」

「それならイケるかも！」とレーブン。

「ラットくんも透とう明めいにできますか？」とエルフ。

「もちろん。それに、食たべ物ものも作つくってやるから、透とう明めいにして持もっていけ。食たべにくいと思おもうが、なれれば大だい丈じょう夫ぶじゃろ。」

「すごい！」

とレーブン。エルフは、あまり自じ信しんがないようでしたが、ほほえみました。

「ただ、ひとつ、覚おぼえておいてほしいことがある。」

　マービンが、深しん刻こくな顔かおで言いいます。

「なんですか？」

「なにがあっても、絶ぜっ対たい、くしゃみをしないこと。くしゃみをすると……。」

　エルフは目をギュッと閉とじます。レーブンがハッとしました。

「ああ、そうか。わすれてた……。見えちゃうんだ。」

「とはいえ、くしゃみって、ふだんするかね？　そう考かんがえると、平へい気きじゃろう。ただし、船ふねの台だい所どころのコショウ入れには近ちかよるなよ！」

　マービンが明あかるく言いいました。
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　それから十日とおか──。エルフとレーブンは、ブラックブラッド船せん長ちょうを待まっているのが、つらくなってきました。待まつのも大たい変へんです。

　海かい賊ぞく船せんが来こなければ、ふたりは島しまを出られません。しかし、日がたつにつれ、こわい想そう像ぞうが、どんどんふくらみ、島しまを出るのがおそろしくなります。

　一いっ方ぽう、毎まい日にちマービンは食たべ物ものを作つくってくれるし、ふたりは『帰かえらずの海うみ』の赤い波なみをながめたり、レーブンは、ジャングルの木にのぼって、木のぼりをわすれていないかと確かく認にんしたりして、それなりに島しまの生せい活かつにもなれてきました。

「どっちのほうが、運うんが悪わるいと思おもう？」

　ある日、エルフが言いいました。ふたりは浜はま辺べを歩あるいて、海うみをながめ、ラットくんはつかれて、レーブンの頭あたまの上に乗のっています。

「ブラックブラッド船せん長ちょうの海かい賊ぞく船せんが来こなくて、わたしたち永えい遠えんにこの島しまから脱だっ出しゅつできないのと、海かい賊ぞく船せんが来きて、船ふねにしのびこまなきゃいけないのと。」

　レーブンは、首くびをかしげました。

「難むずかしいね。マービンからブラックブラッド船せん長ちょうのことをきいていると、ますます、こわくなってくる……。でも、ぼくたち、この島しまをはなれて、ゴブリン・キングから世せ界かいを救すくわなくちゃね！」

　レーブンの言こと葉ばにはげまされ、エルフも、うなずきます。

「ま、いい練れん習しゅうにはなるわよね。」

「ん？」

「だんだん、強きょう敵てきになるから。こうしていくと、ついに、ゴブリン・キングと戦たたかうときには、あまり強つよく感かんじないかもしれないでしょ。」

「そうだといいけど。」

「そうよ、きっと。わたしの予よ想そうって、当あたるでしょ。」

「ときどきね。」

「なんですって!?」

　チュウ！　とラットくん。

「ラットくん、心しん配ぱいしないで。ぼくたち、じょうだんを言いってるだけだから。ケンカしてるんじゃないよ。」

「ふーん、じょうだんなのかしら～。」

とエルフは言いいましたが、ラットくんはふたりを無む視しして、もう一いち度ど、大きく鳴なきました。

　レーブンが海うみを見ます。

「ラットくんが、『見えた』って言いうけど……。あっ！　あれ！」

　ふたりにも、見えました。水すい平へい線せんのむこうからあらわれたのは、大きな船ふねです。石せき炭たんのように黒くろ々ぐろとした帆ほをひるがえしています。

「ブラックブラッド船せん長ちょうの船ふねだ！」とレーブンがさけびました。

「マービンをさがさなきゃ。透とう明めいにしてもらおう！」とエルフ。

　ふたりは、浜はま辺べから走はしって、空あき地ちへ。

　マービンは、巨きょ大だいなケーキを作つくっていました。何なん段だんも高たかく重かさなった、ケーキのてっぺんにサクランボをのせようと、魔ま法ほうに集しゅう中ちゅうしています。

「よしっ、できた！」

　マービンは、満まん足ぞくそうに「手て作づくり」ケーキを見ました。

「マービンさん、海かい賊ぞく船せんが来たの！　海かい竜りゅう号ごうだと思おもう！」

「帆ほの色いろは黒くろい？」

　エルフとレーブンは、うなずきます。

「海かい竜りゅう号ごうじゃな。しまった、ちょうどケーキができたのに！」
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「ケーキなんていいから、早く透とう明めいにしてください！」

とレーブン。

「すぐやるから、先にケーキを、ひと口食たべなされ。」

「透とう明めいにしてください！　そのあとなら、いくらでもケーキ食たべる。約やく束そくする！」

　マービンは、少すこし考かんがえます。

「わかった。それなら……。わしの前まえに立つがよい。」

「ラットくんも？」

「うん。じっとするんじゃぞ。さ、いくぞ！」

　レーブンとエルフは、気が動どう転てんしていたので、マービンが魔ま法ほうで透とう明めいにしてくれたことに気がつきませんでした。マービンは魔ま法ほうの杖つえを持もっていないし、魔ま法ほうの呪じゅ文もんもとなえていません。しかし、ハッと気がついたときは、ふたりと一匹ぴきの姿すがたは見えなくなっていたのです。

「エルフ、きみ、どこにいるの!?　見えないよ。」

「ここにいるわ。レーブンはどこにいるのよ。パッと消きえちゃった。」

「ラットくん？　ラットくんはどこ？」

　レーブンの頭あたまの上から、チュウ！

「ラットくん、このまま頭あたまの上にいるんだよ。わかった？　まちがって、ふんづけたら、こまる。」

　チュウ！　ラットくんは小さな足で、レーブンのボサボサ頭あたまにつかまります。

　マービンは言いいました。

「さ、みんな、ケーキはいかが。」

「待まって。まだ、マービンさんもケーキも見えてるわ。まず、全ぜん部ぶ消けしちゃってからにしない？　そうすれば、海かい賊ぞくに見つかる心しん配ぱいをしなくてすむし。」

　マービンは、ため息いきをつきました。

「さようか……。」

と言いうと、急きゅうにパッと消きえ、一いっ瞬しゅんあとに、ケーキも消きえました。

「このケーキ、きれいにできたのに。見えないなんて、もったいないのう。じゃあ、ケーキを切きるから、ハッピー・バースデーの歌うたを歌うたうのじゃ。」

「ハッピー・バースデー？」とレーブン。

「そう、今日きょうは、わしの誕たん生じょう日びなのだ。ほら、歌うたいたくなっただろう。こんなにいろいろ、してあげてるのじゃから……。」

「わかった、わかった。ケーキ、ください。つきあいます。」

　みんなでケーキを食たべ、レーブンとエルフは、誕たん生じょう日びの歌うたを歌うたいます。マービンは声こえがうれしそう。ラットくんも歌うたにまざります。

　歌うたいおわったら、すぐに、浜はま辺べから大きな声こえがきこえてきました。

「ブラックブラッド船せん長ちょうの声こえ？」とエルフ。

「シッ！」とレーブン。

「さあて、海かい賊ぞくたちがなにをしているか見に行いこう。今いま、おいしい透とう明めいのお弁べん当とうを作つくるぞ。これだけあれば、何なん日にちかもつ。大だい事じに食たべるのじゃ。ほら、これだ。」

「ど、どこ？」とレーブン。

「ここじゃ。手をのばして、とって。」

「だって、どこだか見えないよ！」

「レーブン、そんなこと言いってないで、声こえをたよりに手さぐりで行いけばいいのよ。こんなふうに。」

　エルフは、マービンがいる（と思おもう）ほうへ歩あるき、レーブンもそっちへ歩あるきます。

　ドン！　ふたりはぶつかり、エルフは、しりもちをつきました。

「あっ、やだっ！」

「どうかしたの？」

「マービンさん、ごめんなさい。わたし……、誕たん生じょう日びケーキの上に座すわっちゃったみたい。」
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　レーブンとエルフ、ラットくん、マービンは海かい賊ぞくたちの声こえのするほうへ、そっと近ちかづいていきました。

「ケーキが服ふくにべったりついて、自じ分ぶんがケーキになったみたい。」

　エルフはぼやきます。

「シッ！　もうすぐそこだよ。」

　ジャングルを出たところに、海かい賊ぞくたちが見えます。浜はま辺べの高たかいところにある、ヤシの木の根ね元もとで砂すなをほっています。レーブンが小こ声ごえでききます。

「ブラックブラッド船せん長ちょうって、どこ？」

「あれじゃ。黒くろい上うわ着ぎのやつ。」

「あの小さな海かい賊ぞくの後うしろ？」

「その小さな海かい賊ぞくが、船せん長ちょうじゃ。」

「え！　ぜんぜんこわく見えない。」

「小さな者ものほど、戦たたかうと凶きょう暴ぼうなんじゃ。あいつこそ、極ごく悪あく非ひ道どうの、おそろしい、ヘビみたいな男。信しんじられないだろうがな。」
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　レーブンは、もう一いち度ど、よく見み直なおします。ブラックブラッド船せん長ちょうは、とても背せが小さく、大きなぼうしをかぶっています。ちっともこわそうに見えません。海かい賊ぞく船せんを待まっている間あいだに、ふたりの心こころの中の船せん長ちょうは、身しん長ちょう五メートル、こぶしは大きい犬の頭あたまくらい、歯ははノミのようにするどく……となっていたのです。

　マービンが言いいました。

「ついてるぞ。やつら、なにかをうめるのではなく、ほりおこしている。つまり、『たつまき港こう』へ直ちょっ行こうし、どんちゃんさわぎをする気じゃろう。二日もあれば、『帰かえらずの海うみ』をわたれるぞ。」

「よかった！」

「海うみの怪かい物ぶつに食たべられなかった、としてじゃがな。」

　レーブンとエルフは、大きく息いきをすいます。

「今いまがチャンスじゃ。海うみに入って海かい竜りゅう号ごうまで、歩あるくの半はん分ぶん、泳およいで半はん分ぶん、船ふねのいかりのところへ行いく。いかりのくさりをのぼればいい。のぼるのはできるかな？」

「ふたりとも、得とく意いよ。」

とエルフは言いいましたが、声こえが不ふ安あんそうです。

「ぼくが助たすけるよ。」

　ラットくんも、チュウ！

「泳およいで毛けがぬれるのいやだな、だって。」とレーブン。

「ラットくんは頭あたまの上にいなさいね。さ、行いきましょう。」

「マービンさん、なにもかもありがとう。ぼくたち、どうやって、このご恩おんにむくいたらいい？」

「わしのことを、だれにも言いわないでくれれば、それでよい。それから、ゴブリン・キングをやっつけてくれ。さ、行いきなさい。さらばじゃ。」

　ふたりは海うみに向むかって、ぬき足さし足、歩あるきます。砂すなの上についた足あとに、海かい賊ぞくが気がついたらどうしましょう。しかし、海かい賊ぞくたちは、宝たから物ものをほりおこすのに一いっ生しょうけん命めいです。

　ふたりは、海うみに入り、泳およいで船ふねにつきました。

「エルフ、そこにいる？」

「ここよ。」

「いかりのくさり、のぼれそう？」

「のぼらなきゃ、でしょ。」

「よし、行いけっ！」

　レーブンが見ていると、くさりが一か所しょ、ぬれて黒くろくなりました。エルフの手がくさりをつかんだのです。その上に、もうひとつ、ふたつ。点てん々てんと、増ふえたと思おもったら、レーブンのとなりに、盛せい大だいな水しぶきが立ちました。せきこむような声こえがします。

「見えないけど、落おちたんだね。さ、もう一回かい！」

とレーブンは言いいながら、浜はま辺べのようすをうかがいます。

「食たべ物ものの包つつみをふたつも持もっているから、大たい変へんなのよ。」

「包つつみは、ぼくが持もつよ。さ、もう一回かい、がんばれ！」

　エルフは必ひっ死しにのぼりましたが、二回かい目め、三回かい目めも落おちて、海かい水すいがバシャーン！　ゴホゴホ……。

「わかった。じゃあ、ぼくが先に行いって、ロープをさがすよ。ロープを腰こしに巻まいて、上から引ひっぱれば、のぼりやすいだろ。」

「うん。お願ねがい、早くして。もう、つかれちゃった。」

　レーブンはスルスルとくさりをのぼると、ラットくんが頭あたまから飛とびおりて、それぞれ海かい賊ぞく船せんの甲かん板ぱんを走はしり、あまっているロープを見つけると、エルフにロープをたらしました。

「腰こしに巻まいて。」

　島しまの浜はま辺べを見ると、口から心しん臓ぞうが飛とびでそうになりました。海かい賊ぞくたちの穴あなほりが終おわり、みんな船ふねにもどってきます。

「急いそげ！」

　エルフの姿すがたは見えませんが、ロープにグッと体たい重じゅうがかかりました。力をこめて引ひき、エルフも自じ力りきでのぼります。

　フッとロープが軽かるくなり、甲かん板ぱんにいるレーブンの目の前まえで、ドサッという音がしました。

「いたっ！」

とエルフの声こえ。どうやらのぼれたようです。

「立てる？　早くしないと、あいつらが来くる。かくれる所ところをさがそう！」

「お弁べん当とうは持もってる？」

「あっ、そうだ。さっき、このへんに置おいたんだけど……。」

　レーブンは、お弁べん当とうの包つつみを手さぐりでさがします。

　チュウ！

「ラットくんが見つけたって！　でも、ラットくんがどこか、見えない！」

　チュウ！

「もう時じ間かんがっ。あいつら、来くるわ！」

　エルフが言いうように、海かい賊ぞくたちは、船ふねからたれさがった、ロープのはしごに手をかけ、のぼってくるではありませんか。

「こっち。見み張はり台だいにのぼるんだっ！」

　レーブンは、船ふねのマストや帆ほ桁げたやロープをスイスイのぼって、あっという間まに見み張はり台だいの中に入ります。ラットくんもレーブンの頭あたまの上。しかし、エルフは？　時じ間かんがかかりましたが、なんとかのぼりきりました。

「も、もう、のぼるのやめようよお。」

「今いまは、ここが安あん全ぜんだと思おもったんだ。ほら、甲かん板ぱんの上は海かい賊ぞくが、うようよしている。」

　メイン・マストにある高たかい見み張はり台だいから下をそっとのぞくと、海かい賊ぞくたちが手にしたお宝たからをふりまわし、思おもい思おもいに甲かん板ぱんでおどったり、さわいだり、大おお喜よろこびしています。
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　ブラックブラッド船せん長ちょうは、立ったまま、じっとなにかを見ています。ふしぎそうな顔かおをうかべ、手下たちの大さわぎも耳に入らないようです。

「わたしたちの足あとを見てる！」

「やばっ！」

　ブラックブラッド船せん長ちょうがもっとよく甲かん板ぱんの足あとを見ようとしたそのとき、ひとりの手下がなにかにつまずいて転ころびました。なにか……見えないものです。

「あれ、お弁べん当とうの包つつみよ！」

　ころんだ男が起おきなおると、別べつの海かい賊ぞくが笑わらっています。

「おまえ、足を引ひっかけたなっ！」

　男はパッと立ちあがると、笑わらったやつにつかみかかりました。

「おまえがひとりで転ころんだんじゃねえか！　へっ、ばーか、ばーか。」

「なんだとっ！」

　またたくうちに、ケンカがひろがり、あっちでもこっちでも、海かい賊ぞくたちがケンカをはじめました。ブラックブラッド船せん長ちょうは、手下たちのケンカをやめさせるため、大おお声ごえを出しました。
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　船せん長ちょうがどなると、海かい賊ぞくの手下たちはぴたりとケンカをやめました。そのようすで、レーブンとエルフにも、船せん長ちょうがどれほどおそろしい悪あく党とうなのかが、わかりました。

「レーブン……。」

「とりに行いかなきゃ。透とう明めいのお弁べん当とうがばれたら……やばい！」
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　船せん長ちょうは、船ふな出でを言いいつけ、乗のり組くみ員いんはみんないそがしくなります。レーブンとエルフ、ラットくんは、はなれていく島しまをせつなく見つめました。島しまにはマービンがいるのです。

　すぐに、船ふねは大おお海うな原ばらのまっただなかへ。もう島しまは見えません。そのうえ、今いまは真まっ赤かな『帰かえらずの海うみ』を航こう海かいしているのです。昼ひるでも夜よるでも、いつ海うみの怪かい物ぶつがあらわれて、おそわれるかわかりません。

　島しまから出られない時じ間かんは、どんなによかったことか、とふたりは思おもいました。砂すな浜はまに座すわって、食たべたい物ものをマービンが作つくってくれるのを待まっていただけですから。

　食たべ物もののことを考かんがえて、ふたりは甲かん板ぱんを見下ろしました。あそこのどこかに、ふたりの透とう明めいのお弁べん当とうがふたつあるはずです。

「ラットくん、わかる？」

とレーブンはきき、ラットくんがチュウ！

「『大きな丸まるい輪わっかがあるところ』だって。」

「かじのところ！　今いま、人がいっぱいいるわよ！　つかまっちゃう。」

とエルフが小こ声ごえで言いいます。

「暗くらくなるまで待まとうか。」

「あまり変かわらないんじゃない？　わたしたち透とう明めいになってるし。」

「うん、でも、夜よるになれば海かい賊ぞくたちもねるだろ。そのほうが、ぶつかったりしないじゃん。」

「そんなに長ながくほっとけないわよ。海かい賊ぞくが今いまにも、透とう明めいなお弁べん当とうをポカンとけとばすかもしれないんだから！」

「へへ。透とう明めいなのって、楽たのしいね！」

「レーブンてば。ふざけないで！　食しょく料りょう、とりに行いくの、行いかないの？」

　結けっ局きょく、行いくことになりました。レーブンひとりが甲かん板ぱんまでおりて、さがしてきます。ひとり行いけば十じゅう分ぶんですし、なんといってもレーブンのほうがのぼったりおりたりがうまいのです。

　エルフとラットくんは、見み張はり台だいから心しん配ぱいそうに見つめています。レーブンの姿すがたは、当とう然ぜん、見えません。海かい賊ぞくがそばを通とおって、ぶつかるスレスレでも、エルフにはわかりません……。

　すぐそばで「ただいま！」とレーブンの声こえがしました。軽かる々がるとのぼってきたので、エルフはまったく気がつかなかったのでした。レーブンは、お弁べん当とうの透とう明めいな包つつみをふたつ、足あし元もとに置おきます。

　目に見えない食たべ物ものを食たべるのは、かなり大たい変へんです。そもそも、なにを食たべているかわからないのです。

「これは……ゼリーかしら♪」

「ゼリーって、なに？」

「レーブン、どんだけ世せ間けんとはなれて暮くらしていたのよ。」

　エルフはレーブンに食たべさせてあげます。お口をあーん、といっても、ふたりとも透とう明めいですから、そしてゼリーまで見えないのですから、あちこちベタベタになりました。
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「ゼリーを入れてきたのは失しっ敗ぱいね。でも、キュウリのサンドイッチなら、大だい丈じょう夫ぶそう。」

　ところが、サンドイッチも、やっぱり食たべるのが難むずかしいことに変かわりはありませんでした。手は見えないし、口も見えないのですから。

　食たべおわったとき、見み張はり台だいのゆかには、食たべ物ものがかなり散ちらかって、おなかにおさまった分ぶんより多おおかったかもしれません。でも、散ちらかってるものも透とう明めいなので、ふたりには、わからないのでした。気き分ぶんもよくなり、夕ゆう方がたになると、ねむたくなってきました。

　エルフが、楽らくな体たい勢せいをとりながら言いいました。

「レーブン、わたし、まだ服ふくがぬれてるの。」

「ぼくもだよ。冷つめたいね。」

　日中は暑あつかったのですが、今いまは冷つめたい風かぜが見み張はり台だいにふきつけ、ふたりはブルッとふるえます。

「でも、少すくなくともここは安あん全ぜんだ。」

「のぼってくる人がいなければ、でしょ。」

「夜よ中なかには、来こないんじゃないかな、たぶん。」

「なんでわかるの？」

「わからないけど……じゃ、ねむっていても片かた目めは開ひらくってことで！」

　しかし、フクロウの目が二回かいまばたきするほどの間あいだに、ふたりと一匹ぴきはぐっすり、目を閉とじてねむっていました。

　朝あさは、海かい賊ぞくの声こえで目が覚さめます。ブラックブラッド船せん長ちょうが甲かん板ぱんに上がり、手下にどなっています。

　レーブンとエルフには、なにが起おきたかわかりませんでしたが、海かい賊ぞくのひとりがまずいことをやらかして、「船ふねからおりろ」と人じん類るい史し上じょう最さい悪あくのしかられ方かたをしていたのです。

　それがおさまると、エルフはレーブンに小こ声ごえで言いいました。

「わたし、海かい賊ぞくって大きらい。早くこの船ふねから下りられればいいのにな。」

　レーブンも、うなずきます。

　陸りくはまったく見えません。時じ間かんがゆっくりと過すぎ、ふたりはふたつのことに気がつきました。まず、食たべ物ものが、ほとんどありません。それから、飲のみ物ものもないのです。

　夜よるになりましたが、夕ゆう食しょくには、もうなにも残のこっていませんでした。エルフが言いいます。

「甲かん板ぱんへおりないとダメね。台だい所どころをさがして、食しょく料りょうと飲のみ物ものをいただきましょう。」

「……やらないとダメ？」
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　ふたりと一匹ぴきは、全ぜん員いんで下に行いくことにしました。エルフが言いいます。

「できるだけ、たくさん食たべ物ものをとってこなくちゃ。どれだけここにいることになるか、わからないもの。」

　エルフの鼻はながグスグスいいました。

「エルフ、泣ないてるの？」

「ううん、ちょっと鼻はながグズついてるだけ。ぬれた服ふくを着きたまま、ここに一日いたんだもの。それだけよ。」

「ああ、わかる。ぼくもちょっとそんな感かんじ。体からだを動うごかすのもよさそうだね。さ、行いくよ！」

　ふたりは、見み張はり台だいの横よこから下をのぞき、海かい賊ぞくたちが少すくなくなるのを待まちます。そして、スルスルとマストをおります。といっても、スルスルおりられたのは、レーブンとラットくんだけですが。

　エルフは、のぼったりおりたりするのは好すきではありませんが、精せいいっぱいがんばりました。でも、レーブンにおしりがぶつかり、足もふみます。

「イタッ！」

「ごめんなさい。ね、手をつなごう。そうすれば、どこにいるかわかるから。」

　ふたりは手をつなぎました。ラットくんはレーブンの頭あたまの上で座すわります。

　ラットくんがにおいをかいで、台だい所どころの方ほう向こうを、小さな声こえで鳴ないてレーブンに教おしえます。

　そっと、ろう下を歩あるいていくと、台だい所どころがありました。コックはいそがしそうに、ガチャガチャと鍋なべや包ほう丁ちょうをあらあらしくあつかいながら、海かい賊ぞくたちの夕ゆう飯はんを作つくっています。

　レーブンが、食しょくパンを一斤きんとりあげて、ピタッと止とまりました。

「エルフ、わすれてた！」

「え!?」

「食たべ物ものが透とう明めいじゃない！」

「待まって。こうしたら……。」

　食しょくパンが消きえました。

「どうやったの？」

　びっくりして、レーブンがききます。

「ワンピースの中に入れたの。」

「なにしたって？」

「シッ！　コックさんにきこえちゃう。静しずかにして、食しょく料りょうをとって上うわ着ぎのポケットに入れるのよ。」

　コックは台だい所どころのはなれたところで、ガチャガチャやっています。レーブンはバナナを一本、シャツに入れました。消きえた！

　服ふくに物ものを入れるときに、パッと消きえるのは、ふしぎな光こう景けいです。やがて、服ふくに入りきらなくなり、最さい後ごにレーブンは飲のみ物もののボトルを上うわ着ぎのポケットに入れて、ふたりはもどることにしました。

　ろう下をそろそろと歩あるき、甲かん板ぱんへ上がる階かい段だんをのぼりかけたときです。

　エルフの鼻はながグスグスしました。

「シッ！　音がきこえちゃう。」

「止とまらないの。かぜ引ひいちゃったのかなあ。」

「行いこう。」

　レーブンは優やさしく言いって、ふたりは甲かん板ぱんへ上がり……どきっとしました。

　甲かん板ぱんは海かい賊ぞくがうようよしていたのです。

「このぞうきん野や郎ろうども！」

とブラックブラッド船せん長ちょうの、ドスのきいた声こえがひびきます。

「こんなによごしやがって、しっかりみがけ！　この船ふねをけがすんじゃない！　二十分ぷん以い内ないに、きれいに片かたづけなかったら、『帰かえらずの海うみ』の怪かい物ぶつのエサにしてやるからな！」

「透とう明めいだから大だい丈じょう夫ぶだよ。でも、気をつけるんだ。」

　少すこし歩あるいて、エルフが立ちどまりました。

　鼻はながグスグス……。

「エルフ、ダメだ！」

「だって、どうしようもないもの。くしゃみ出そう……。」

「ダメだって！」

　レーブンが恐きょう怖ふに目を見み開ひらきます。

「鼻はなが……は……。」

「ダメッ！」

「ハ……、ハ……。」

「ダメ！」

「……ハ……。」

　レーブンはすばやくふりむいて、エルフの鼻はながありそうなところをつまんで、くしゃみを止とめようとします。

　しかし、ふたりの声こえが大きかったのでしょう。海かい賊ぞくたちがふしぎそうに、ふたりのまわりに集あつまって、どこから声こえがするのか確たしかめようとしています。

「シッ！」

　レーブンがエルフの耳みみ元もとでささやきました。

　そのときです。ラットくんがレーブンの頭あたまの上でくしゃみをしました。

　クチュンッ。

　それは本ほん当とうに小さな、げっ歯し類るい（＊）らしい小さなくしゃみでした。しかし、効こう果かは、同おなじ。マービンの魔ま法ほうがとけます。一いっ瞬しゅんでラットくんの姿すがたがあらわれました。海かい賊ぞくたちにとっては、空中にネズミがうかんでいるように見えました。

　近ちかくにいた海かい賊ぞくがさけびます。

「船せん長ちょう！　空そら飛とぶネズミがあらわれた！　見ろ！」
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　チュウチュウチュウ！　ラットくんは、はげしく鳴ないてレーブンの頭あたまから飛とびおります。思おもわずラットくんに飛とびかかる海かい賊ぞくたち！

　レーブンは後うしろによろけ、そのはずみで服ふくにかくしていたパイナップルが落おちます。すると、甲かん板ぱんの上にとつぜんパイナップルがあらわれたように見えました。

「うぎゃあ！　いきなりパイナップルが！」

　まわりの海かい賊ぞくが、苦にが々にがしく言いいます。

「なにかが、海かい竜りゅう号ごうにいるぞ。」

「ゆうれいだ！　『帰かえらずの海うみ』のばけものだ！」

「……ハ……ハ……。」

「エルフ！」

とレーブン。声こえが大きすぎました。

「今いまの声こえ、だれだ？」

と海かい賊ぞく。

「……ハッ……。」

「今いまの声こえ、だれだ!?」

とブラックブラッド船せん長ちょうがさわぎます。

「ハックション！」

　ついにエルフは、くしゃみをしました。その瞬しゅん間かん、エルフの姿すがたが透とう明めいでなくなります。足あし元もとにドドドッと落おちるのは、グレープフルーツ、カンパン、オレンジジュースのびんが何なん本ぼんも。ワンピースから落おちて、甲かん板ぱんの上にゴロゴロ……。

「やばいっ！」とレーブン。

　海かい賊ぞくたちがエルフに飛とびかかり、つかまえます。三人が、まだ透とう明めいなレーブンにドンと当あたりました。

「なんだあ、こりゃ？　オレたち、なににぶつかった？」

　そのとき、レーブンの鼻はなもムズムズしてきました。

「やばい、やばいよ。」

と思おもわず言いったあと。

　ハ[image: ]クション！

　レーブンも姿すがたを、あらわします。丸まるいチーズが転ころがりおちて、甲かん板ぱんをゴロゴロ。メロンもコロコロ。

「密みっ航こう者しゃだ！　殺ころせ！　全ぜん員いん、メイン・マストから首くびつりだ！　いや、海うみにわたり板いたを出して、その上を歩あるかせろ！　魚さかなのエサにしてやるっ！」

　あっという間まに、手下たちは板いたを用よう意いして、船ふねの横よこから海うみへつきだしました。

　エルフとレーブンは囲かこまれ、後うしろからこづかれ、板いたの上へ追おいたてられます。ブラックブラッド船せん長ちょうがヒュッと剣けんをぬき、ふたりの鼻はな先さきでふります。

「オレの船ふねで密みっ航こうだと!?　密みっ航こう者しゃはどんな目にあうか、思おもいしらせてやる。板いたの上を歩あるけ。下へ落おちて怪かい物ぶつのえじきになるか、助たすかるか、運うんだめしだ。さもなければ、今いまここで切きりきざんでやる！」

　エルフとレーブンは、顔かおを見み合あわせました。じりっじりっと板いたの先へ追おいつめられます。海かい上じょうでブルブルゆれる板いたは、昨さく晩ばん食たべたゼリーのようでした。海かい面めんから高たかく、ゾッとします。

「ほおら、飛とびこめ！　このガキども！　ずっとこうしているわけには……。」

　船せん長ちょうが言いいかけたそのとき。

　長ながい触しょく手しゅがぬっと海うみからあらわれました。木の幹みきのように太ふとく、ぬらぬらと吸きゅう盤ばんのついた触しょく手しゅがブラックブラッド船せん長ちょうの胴どう体たいにからみつき、空中へさらいます。

「ギャアアアアア！」

　船せん長ちょうはさけびますが、空中でうごめく触しょく手しゅはしっかりと船せん長ちょうにからみついていました。

　次つぎの瞬しゅん間かん、触しょく手しゅの主ぬしが海かい水すいから頭あたまを出しました。頭あたまには目が十三個こ、ワシのようなくちばしは、船ふねの半はん分ぶんほどもあり、頭あたま全ぜん体たいが、ぬらぬらとした深ふか緑みどりとオレンジ色いろ。その口が開ひらくと、ブラックブラッド船せん長ちょうをポンとほおりこみました。パクリと、ひとのみです。

　みんな、声こえもなく、それを見つめ……、そして、悲ひ鳴めいをあげました！
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＊げっ歯し類るい……動どう物ぶつの分ぶん類るいのひとつで、リス、ネズミなどがふくまれる。
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「船せん長ちょうが！」

　海かい賊ぞくたちは、半はん泣なきでぐるぐる走はしりまわります。

　パニックの中、エルフとレーブンのことは、わすれられ、ふたりは板いたの上から広ひろい甲かん板ぱんへもどりました。エルフが言いいます。

「もう、いや！　今こん度どは怪かい物ぶつ!?」

「でも、これで、みんなの気がそれたぞ。」

　すると、レーブンが悲ひ鳴めいをあげました。

　エルフがふりむくと、また触しょく手しゅが海うみからクネクネと出ています。また一本、また一本、次つぎ々つぎと。

「まだいるじゃないっ！」

「何なん匹びきもいるぞ！」

　少すくなくとも三匹びきいます。海うみから頭あたまを出して、触しょく手しゅを動うごかし、海かい賊ぞくをおやつに食たべようとしているのです。

　レーブンは絶ぜつ望ぼう的てきな目であたりを見み回まわします。エルフがつぶやきます。

「どうしよう……。」

「かくれよう。見み張はり台だいだっ！」

　高たかいところへ行いけば、それだけ触しょく手しゅから、はなれられます。いいぞっ、とふたりはマストをかけのぼり、エルフは個こ人じんベスト記き録ろくを更こう新しんしました。台だいの上からながめると、甲かん板ぱんは大だい混こん乱らん。レーブンのポケットにいたラットくんは、下を見ないようにしています。小さな手で目をかくし、悪わるいことはなにも起おきていない、というように。

　海かい賊ぞくたちは、やみくもに走はしるのをやめて、戦たたかいはじめました。剣けん、ヤリ。ライフルを持もってる者ものは、触しょく手しゅめがけてうちます。

　怪かい物ぶつの触しょく手しゅは、後うしろにさがったと思おもうと前まえへ、ぬらぬらと動うごきました。ひとり、またひとりと海かい賊ぞくをつかまえ、船ふねの横よこから口の中へ。ポイッ！

「ここにいれば、見つからないかも。」

とエルフが希き望ぼうをこめて言いいましたが、もっとひどいことが起おきました。

　ドンッと大きな音。巨きょ大だいなたいこがたたかれてるような音です。ドンッ！　ドンッ！　エルフとレーブンが顔かおを見み合あわせると、船ふね全ぜん体たいがゆれはじめました。

「怪かい物ぶつのやつ、船ふねをこわそうとしてるんだ！」

　海かい中ちゅうから、ひときわ大きなドンッという音。バリバリと割われる音がして、触しょく手しゅで船ふねがまっぷたつに引ひきさかれます。

「わっ！　沈ちん没ぼつする！」

「レーブン、今いまがモーロのふえをふくときよ！」

「あっ、そうだ！」

　レーブンは、ふるえる手で貝かいがらをさぐります。

　あった！

　大たい切せつそうにくちびるにあて……。

「早く！　もうすぐしずんじゃう！」

　船ふねはたちまちしずみはじめ、ふたりのいる見み張はり台だいもぐんぐんと下がり、海かい面めんがせまってきます。波なみ間まには、触しょく手しゅと海かい賊ぞくたち。

「急いそいでっ！」

　レーブンは、ふえをふきました。

　シーン。なにも起おきません。音すら、鳴ならないのです。

「これでいいの？」とエルフ。

「わかんない」とレーブンは肩かたをすくめます。

「もう一回かい！　早くっ！」

　レーブンはもう一いち度どふきましたが、やはり音は鳴なりません。小さな貝かいがらの中を空気が流ながれる、かすかな、ささやくような音だけ。

「だめだわ、わたしたち、もうおしまいよ！」

　見み張はり台だいが海うみにつかります。エルフとレーブンは、おたがいにだきあい、ラットくんはレーブンのポケットから出て、レーブンの頭あたまの上によじのぼります。小さなつま先で立ちあがり、必ひっ死しに水からはなれようとしています。

　しかし、その努ど力りょくもむなしく、みんなしずんでいきます。

　レーブンは目を閉とじます。おぼれるか、怪かい物ぶつに食たべられるのか……。

　とつぜん、なにかに手て首くびをつかまれました。

　次つぎの瞬しゅん間かん、水の中を信しんじられないスピードで動うごいていました。

　レーブンは目を開あけました。左の手て首くびをつかんでいるのは、モーロです。右みぎ側がわにも人にん魚ぎょがいて、レーブンの手て首くびをつかみ、すごいスピードで泳およいでいます。ほかの人にん魚ぎょふたりがエルフの手て首くびをつかみ、五番ばん目めの人にん魚ぎょがラットくんを両りょう手てで大だい事じにかかえています。
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　人にん魚ぎょたちは海かい面めんに出ました。空気のある世せ界かいです。しずむ船ふね、海かい賊ぞく、海うみの怪かい物ぶつは、はるか遠とおく。

「深しん呼こ吸きゅうして！」

　モーロが言いうと、みんな深ふか々ぶかと呼こ吸きゅうし、人にん魚ぎょたちはレーブンたちをつれて再ふたたび海うみにもぐると、水中を一、二分ふん泳およぎます。

　次つぎに海かい面めんに出たときには、船ふねはもう見えませんでした。

「わっ、ほんとに速はやいね！」

「来きてくれたのね。ありがとう！」

　チュウ！　とラットくん。人にん魚ぎょたちがクスクス笑わらいます。

「さ、もう一いち度ど、深しん呼こ吸きゅうして！」

　モーロが言いいました。

　再ふたたび、海かい中ちゅうへ。おどろくようなスピードで人にん魚ぎょたちが泳およぎます。

　日がしずむころには、陸りくが見えてきました。港みなとです。

　人にん魚ぎょたちが、海かい面めんへ上がるのも、これで最さい後ごです。

「たつまき港こう。ここまで来くれば、もう大だい丈じょう夫ぶですよ。」

「ありがとうございました。おかげで助たすかりました。」

「助たすけてもらった恩おん返がえしです。必かならず来くると言いったでしょう。さて、わたしの貝かいがらを返かえしてもらっていいですか。もう行いかなくては。その貝かいがらは、いつか、まただれかに、わたすこともあるでしょう。」

　レーブンは貝かいがらのついたネックレスを返かえし、人にん魚ぎょたちは帰かえっていきました。

　ふたりはゆっくり泳およいで、たつまき港こうへ向むかいます。

　水から出ると、さん橋ばしに大きな船ふねがとまっていました。

「レーブン、なんだか、この船ふね、見おぼえない？」

　レーブンは船ふねを見ました。

　見おぼえがあります。

　船ふねの名な前まえを、読よみあげます。

《悪あくのイルカ号ごう》

「スクリーム船せん長ちょう！　わたしの弓ゆみっ！」

「エルフ……。」

とレーブンが言いいかけましたが、もうおそい。エルフはカッとなって、ピューッとわたり板いたをわたっているのでした。
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　レーブンは、すんでのところでエルフの手をつかみ、なだめます。まっすぐ船ふねに飛とびこめば、スクリーム船せん長ちょうにつかまるだけです。

　エルフの耳が赤くなり、まずい、と思おもいましたが、それでもレーブンはわたり板いたからさん橋ばしへ、エルフを引ひっぱっていきます。

「弓ゆみをとりかえすのっ！」

「わかってる。ぼくも、そうしたい。だから、もっといい方ほう法ほうを考かんがえよう。まず、まわりを偵てい察さつだ。いい？」

「……うん。」

　エルフは、しぶしぶうなずきます。

　ふたりは偵てい察さつを開かい始ししました。

　さん橋ばしにそって、そっと歩あるき、船ふねの丸まる窓まどから中をのぞきます。しーんとして、だれも乗のっていないようです。しかし、さん橋ばしのはしまで来きたら、低ひくい声こえがきこえました。

　レーブンが丸まる窓まどから中をのぞきます。なにかにおどろいて、サッとしゃがみました。

「……信しんじられないだろうけど……見て。」

　エルフがのびあがって、のぞきます。

「……ほんとだ。」

　エルフもしゃがみます。

　スクリーム船せん長ちょうの船せん室しつにいたのは、船せん長ちょうと手下だけではありませんでした。オニが三匹びきいるのです。『おそろしの森』のときからずっと、ふたりをつけてきたオニたちです。今いまはまだ日がしずんでないので、オニは人の姿すがたをしています。しかし、レーブンとエルフには、人の姿すがたでも、すぐにオニだとわかりました。

　ふたりは、耳をすませます。

　船せん長ちょうが手下に、「三人つかまえてラッキーだ、黒くろ心しん臓ぞう島じまで売うろう」と話はなしています。

「わたしの弓ゆみ、あるかな？」

　レーブンがのぞきます。

「あった。船せん長ちょうの机つくえの上！　でも、しばらくようすを見ていよう。海かい賊ぞくたち、なにをつかまえたか、わかってないよ。」

　スクリーム船せん長ちょうと手下たちは三匹びきのオニの手て首くびを、ただの、ありふれたロープでしばっていました。

「船せん倉そうに入れておけ！　出しゅっ航こうだ！」

と船せん長ちょうが手下に言いいます。

「出しゅっ航こう!?　レーブン、船ふねを止とめなきゃ。」

「ぼくらがやらなくても、大だい丈じょう夫ぶ。見てごらん。」

とレーブンは、ニコッとして、西にしのほう、海うみにしずむ夕日を指ゆびさしました。

「レーブン！　ということは……!?」

　日がしずんだとき、船せん室しつからふしぎな音がきこえてきました。のぞくと、オニたちが人の姿すがたからオニにもどるところでした。変へん身しんのようすは、前まえにも一いち度ど見ているのですが、やはり、見ていて気き持もちのいいものではありません。

　人がとつぜんオニに変へん身しんしたので、海かい賊ぞくたちは、大きな悲ひ鳴めいをあげます。オニたちがロープを、わたのように、サクッとちぎると、悲ひ鳴めいが、ひときわ大きくなりました。

「悪わるい子のみなさん、こんばんは♡」

と一いち番ばん小さいオニが、ニヤリ。

　海かい賊ぞくたちが、いっせいに船せん室しつから飛とびだして、甲かん板ぱんへ、それから町へとにげだします。子犬のように、あわれっぽく泣なきながら走はしり、すぐ後うしろをオニたちが追おいかけます。
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「じゃあ、行いきましょうか。」

　エルフは立ちあがって言いいました。

「おおせのとおりに。」

　ふたりは、甲かん板ぱんをゆうゆうと歩あるいて船せん長ちょう室しつに入り、エルフの弓ゆみをとりました。

「これも、もらっていいかな。」

　レーブンが持もっているのは、金きん貨かの入ったふくろです。

「うんっ。あの船せん長ちょうからなら、少すくなくともこれくらい、もらっていいと思おもう。おどかされたし、わたしの弓ゆみもとられたんだから。」

「いいこと、言いうねえ。」

「さっ、行いきましょう。世せ界かいを救すくう旅たびにもどるわよ！　『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』をさがして、世せ界かいを救すくうの！」

「よし、行いこう！　でも、その前まえに、なにか食たべてからにしない!?」

　レーブンは、金きん貨かのふくろをジャラジャラしました。

　エルフが、にっこり。

「そうしましょ、レーブン。あなた、サイコーね！」
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中なか野の　聖ひじり　　　　　　






　エルフとレーブンのふしぎな冒ぼう険けん、第だい三巻かんをお届とどけします。お話はなしは、一巻かんから続つづいていますが、この巻かんから読よみはじめても楽たのしめると思おもいます。

　エルフとレーブンのふたりは、ゴブリン・キングの世せ界かい征せい服ふくの野や望ぼうを打うちくだこうと、一巻かんで魔ま女じょのいる『おそろしの森』をおとずれ、二巻かんでは『ばけもの山』にある、ひみつの城しろを脱だっ出しゅつし、とうとう海うみに出ました。はたして、無ぶ事じに海うみをわたることができるのか、というのが、この三巻かんです。『帰かえらずの海うみ』というおそろしい名な前まえのついた海うみをわたるには船ふねが必ひつ要ようですが、その船ふねは、実じつは……。

　ポリッジという食たべ物ものが出てきますが、これはイギリスで朝食によく食べられているものです。オートという麦を水で煮にて、牛ぎゅう乳にゅうを入れて温あたため、地ち方ほうにより塩しお味あじにしたり、あまくしたりして、食たべます。ビタミン豊ほう富ふ、ヘルシーでおいしいという人もいれば、どろどろの食しょっ感かんとあまさが、許ゆるしがたいほどまずい、という人もいます。

　クランペットは、パン種だねをふくらませ、ホットケーキのように焼やいたものです。外そとはカリッ、中はもちもち。ぽつぽつ穴あながあいていて、バターをしみこませたり、ジャムをつけたりして食たべます。

　今こん回かいも、朝あさ日ひ川かわ日ひ和よりさんが、すてきなイラストをかいてくださいました。新あたらしいキャラクターのデザインを、なんどもかきなおしてくれたときいています。今こん回かいも、いきいきとした、動うごきのある表ひょう紙しになりました。本文中のイラストは、このあとがきを書かいている時じ点てんでは、まだ見ていないのですが、どんな冒ぼう険けん世せ界かいになるのだろうと、楽たのしみにしています。

　また、デザイナーの高たか橋はし久く美みさんにも、表ひょう紙しを囲かこむ、海かいそうのような、水みず玉たまをつなげたような、かわいい模も様ようをデザインしていただきました。読よんでくださった編へん集しゅうの方かた々がたにも、心こころからお礼れい申もうしあげます。

　いろんな仲なか間まの助たすけをかりつつ、四巻かんではいよいよ砂さばくでの冒ぼう険けんに入ります。マービンの仲なか間まに会あうこともあるのでしょうか。お楽たのしみに！




＊ここで紹しょう介かいしたポリッジや、クランペットの作り方・食べ方は、一いち例れいです。
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